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ζま じ め ¢こ

近 年 、EDIシ ス テ ム に お い て 電 子 情 報 と実 際 の 物 流 と の 一 体 化 を 計 る た め 、

バ ー コー ドを 利 用 した シ ス テ ム の 導 入 が 多 くの 業 界 団 体 で 実 施 も し くは 検 討 さ れ

て い る 。

この バ ー コ ー ドの 容 量 を 飛 躍 的 に 増 大 させ た 、 二 次 元 コ ー ド(シ ンボ ル)の 標

準 化 に 関 す る検 討 が 国 際 標 準 化 機 構(ISO)で 開 始 さ れ た 。

二 次 元 コ ー ドを 利 用 す る こ と に よ り、 デ ー タベ ー ス の 検 索 や 更 新 な どEDIシ

ス テ ム に か か る 負 荷 を 大 幅 に 軽 減 す る こ とが 出 来 る。 そ の 他 に も、 出 荷 製 品 の 追

跡 調 査 が 出 来 るな ど 、 新 た な 利 用 方 法 が 考 え られ る と期 待 さ れ て い る。

しか し、 現 在 二 次 元 コ ー ドに は30種 以 上 の シ ンボ ル が 提 案 され て お り、 普 及

す る た め に は い くっ か の シ ン ボ ル に絞 り込 む こ とが 必 要 と さ れ 、 同 時 に そ の 規 格

や 使 用 方 法 の 標 準 化 を 進 め る こ と も急 務 と な って い る。

本 報 告 書 はrEDIに お け る二 次 元 コ ー ドの 利 用 」 に 関 す る調 査 報 告 書(1)

と して 、 実 際 に 国 内 で 運 用 ま た は 実 験 され て い る二 次 元 コ ー ド利 用 シス テ ム を調

査 した 結 果 を と りま と め た 。 ま た 、 国 際 標 準 の 動 向 に つ い て も参 考 と して 紹 介 し

て い る。

今 後 さ ら に検 討 を 進 め 、rEDIに お け る二 次 元 コ ー ドの 利 用 」 に 関 す る調 査

報 告 書(II)で は 、 二 次 元 コ ー ドをEDIで 利 用 す る た め の 標 準 的 な モ デ ル を設

定 し、 ガ イ ドラ イ ン と して 紹 介 す る 予 定 で あ る 。

財団法人 日本情報処理開発協会
産 業 情 報 化 推 進 セ ン タ ー
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第1章 目的 と範囲

1.1研 究 委 員 会 の 目的 と範 囲

情 報 化 の進 展 とネ ッ トワー クの広 が りに呼 応 して 、 こ こ数 年 来EDI化 の 動 き は グ ロー

バ ル な展 開 を見 せ て 来 て い る。

現 在EDIに お け る各種 の標 準 化 は主 と して 各 業 界 を 中心 と して 推 進 され て い るが 、 そ

の なか で も物 品 に貼 付 す るバ ー コー ドラ ベ ル の標 準 化 はEDI成 功 の大 きな要 素 と して強

く意 識 され て い る。

一 方 、ISOとIECの ジ ョイ ン トコ ミ ッテ ィ(JTC1)に お い て バ ー コー ドの み な

らず 、 安 価 で扱 いやす いデ ー タ メデ ィア(デ ー タキ ャ リア)と して最 近 とみ に注 目を 浴 び

て い る二 次 元 コー ドを標準 化 す る活動 が 活発 化 して い る。

JTC1で はバ ー コー ド及 び二 次元 コー ド、RF-IDはEDIに お け る重 要 な要 素 と

位 置づ け、 特 にデ ー タキ ャ リア と して の二 次 元 コー ドの コ ンテ ンツ と してEDIメ ッセ ー

ジを そ の中 に含 め る ことを 検 討 して お りそ の方 向で 標 準 化 が な され る もの と想 定 され て い

る。

か よ うな状 況 にあ って 、 本 研 究 委 員 会 で はISO化 の 動 きを 注 視 しつ っ 、 ま た各 業 界 の

EDI推 進 状 況 、 さ らに は効 率 の 良 いEDIシ ス テ ム構 築 の ため の 全 体 的 な デ ー タの 流 れ

を も視 野 に入 れ な が ら、 大 容 量 デ ー タキ ャ リア で あ る二 次 元 コー ドをEDIに 活 用 す る方

法 に 関 し、 特 にユ ー ザ ーサ イ ドか ら調 査 、研 究 を行 う こ とを 目的 と して い る。

調 査 、研 究 の 範 囲 はあ くまで 二 次 元 コ ー ドとEDIの 関連 に絞 り、 最 終 的 に はEDIに

二 次元 コー ドを 利 用 す る に 当た って の ガ イ ドラ イ ンの作 成 、 二 次 元 コ ー ドに乗 せ るべ きデ

ー タ コ ンテ ンツ にっ いて も合 わ せ て 検 討 す る こ とに して い る。

今年 度(平 成8年 下 期)は その 第 一 ス テ ップ と して、 まず 現 状 を認 識 す る こ とが重 要 で

あ る と して、 二 次 元 コー ドを実 際 に導 入 、 活 用 して い る実 例 を広 く調 査 す る こ と と した。

調査に際しては本研究委員会の下部に二つのワーキンググループ、すなわち(企 画 ・編

集WG)と(調 査 ・分析WG)を 設置 し、前者 は主 として研究 内容の範囲や レベルの検討、

報告書全体にっいての編集作業を分担、後者 は報告書の中核 となる事例調査や分析結果の

編集作業を分担 し作業にあた った。

1.2EDlと 二 次 元 コ ー ド

20年 ほ ど以 前 にPOS(販 売 時 点 情 報 管理)へ の 利 用 で 本 格 的 な普 及 の始 ま ったバ"

コー ドは現 在 で は流通 分 野 の み な らず 製 造 分野 、物 流 分 野 を始 め と して 、OA、 サ ー ビス

分 野 、 ホ ビー な どあ らゆ る と ころで 幅 広 く応 用 され るよ うに な って きて い る。

バ ー コー ドの 大 きな特徴 と もいえ る、 入 力 や読 み取 りの正 確 さ、 取 り扱 いの簡 便 さ や非

接 触 読 み取 りの 可能 性 、 ラ ンニ ング コス トの 低 さ、 それ に加 え てPOSに お け るJANコ

ー ドの実 績 な どが この よ うな バ ー コ ー ド利 用 普及 の大 きな要 因 と考 え られ る。

一 方
、 こ こ数 年 激 しさを 増 した情 報 化 、 ネ ッ トワー ク化 の 波 は年 を追 うご とに地 球 的規

模 の大 きな うね りとな って 企 業 は もち ろん の こ と個 人 を も飲 み込 も うと して い る。

マ ル チ メ デ ィ ア、 イ ンター ネ ッ ト、 イ ン トラネ ッ ト、EC(電 子 商 取 引)、CALS、

一1一



EDIと い った文 字 が 新 聞 紙上 に踊 らぬ 日は な い状 況 で あ る。

この よ うな、 特 に商 取 引 に関 す る情 報 伝 達 の 電 子 化 は惜 物 一 致(物 とそ れ に 関わ る情 報

の一 元 化 、 同期 化)の 必 要 性 を よ り一 層 高 め る こと とな り、 惜 物 一致 の最 適 な実 現 手 段 で

あ るバ ー コ ー ドと企 業 間取 引 の情 報 イ ン フラ と もいえ るEDIと の 関係 は切 って も切 れ な

い もの と な りっ つ あ る。

EDI(電 子 デ ー タ交 換)はCALS、ECな ど と含 めて これ か らの 企 業 間 同士 、 あ る

い は個 人 対 企 業 間 の取 引の 基 本 にな る もの と期 待 され て い る。

その 中で もEDIは 主 と して 企 業 間 に お け る資材 調 達 や物 品 購 入 な ど に関 す る各種 情 報

の授 受 を コ ン ピ ュー タ 間でVAN等 を経 由 して 標 準 化 され た ル ー ル に従 って 行 な お う とす

る もので あ る。

一 般 的 にEDIに よ る取 引 にお いて は取 引 に 関 わ る各種 の デ ー タ、 例 え ば 引 き合 い情 報 、

見 積 、注 文 書 、請 書 、納 品情 報 、 受 領 情報 、請 求 、支 払 い等 々 は全 て オ ンラ イ ンに よ るい

わ ば電 子 的手 段 に よ って受 け渡 しが 行 わ れ るが 、特 別 な場 合 を除 いて は取 り引 き され る商

品 、物 品 は トラ ックや船 とい った物 理 的 手段 を利 用 して授 受 され るの が 普 通 で あ る。

この こ とは取 引 され る物 品 と それ に関 連 す る情報 とが 別 々 の ル ー トで や り と りされ る こ

とを 意 味 し、 この ま まで は取 引上 最 も重 要 な要 件 で あ る物 品 とそ の属 性 情 報 の 同 期 化 、一

元化 、 即 ち 惜 物 一 致(物 品 と情 報 と の マ ッチ ン グ)の 実 現 に は非 常 な困 難 が 伴 う事 にな り

EDIの 効 果 が 半 減 す る と云 って も過 言 で はな い。

この よ うな 状 況 にお い て惜 物 一 致 を容 易 に実 現す る手 段 と して機 械 で 読 み やす い上 、正

確 で ラ ンニ ング コ ス トや機 器が 安 価 で あ る こ とな どか ら、 バ ー コー ドが 現 時 点 にお いて は

最 も有 効 で あ る と いえ る。

EDIで の 物 品 授 受 に お け る惜 物 一 致 実 現手 段 と して の バ ー コー ド利 用 の 基 本 的 な形 態

は次 の よ うな もの で あ る。

発 注 業 者 か らオ ー ダー が 出 され 、受 注 業 者 は品物 を発 送 す る こ とに な るが 、 その 品 物 に

は本 取 引 に関 わ るオ ンライ ン授 受 デ ー タを 特 定 す るた めのIDコ ー ドが バ ー コー ド化 され

て い るバ ー コー ドラベ ル が貼 付 さ れ る。

品 物 を 受 け取 った 発 注 業者 は品 物 に貼 付 され たバ ー コー ドラベ ルの バ ー コー ドを リー ダ

で 読 み 込 み 、 そ れ を キ ー に して 受 注 業 者 か ら伝 送 され た納 品情 報 とマ ッチ ング を取 り納 品

を 確 認 す る。 納 品 を 確 認 す る と発 注 業 者 は受 領情 報 を受 注 業者 に伝 送 し代 金 請 求 、 決 済

へ と リン クす る。

この よ うな 基 本 的 な 流 れ に従 ってEDI情 報 とそ れ に伴 う物 品 との 「惜 物 一 致 」 が 実 現

され る こ とに な る。

先 に述 べ た よ うにEDIは 情 報 伝 送 に関 して は標 準 化 され た通 信 手 順 と シ ンタ ッ クスル

ー ル に則 って 行 わ れ る こ とを その 基 本 と して い るが、 全 く同 様 の ことが 品 物 に貼 付 され る

バ ー コー ドラベ ル に つ い て もいえ る。 即 ち、 一般 的 に受 注 業者 は オ ー プ ン化 され たED

Iの 世 界 に お い て は特 定 の一 社 の み な らず 他 の 多 くの取 引 先 に納 入 しな けれ ば な らな い こ

と と、 また 逆 に 発 注 業 者 は特 定 の 一 社 の み か らば か りで はな く他 の多 くの 業 者 か らの 納 入

を も受 け な け れ ば な らな い ことか らEDIに よ る受 発 注 情 報 伝送 の標 準 化 と それ に伴 う品

物 に 貼 付 され るバ ー コー ドラベ ル の標 準 化 は表 裏 一 体 の 関 係 に あ ると考 え られ る。

品 物 に 貼 付 、 あ るい は添 付 され るバ ー コー ドラベ ルの 標 準 化 は種 々の 業 界 にお いて 既 に
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実 施 され て お り、通 常 、 バ ー コ ー ドラベ ル に付 加 され るバ ー コー ドの 内容 は受 注 者 包 装I

D、 注 文 番 号 、発 注 者 製 品ID、 数 量 、 な どで あ るが これ らはEDIを 通 して伝 送 され る

情 報 と密 接 な 関連 を有 して お り、受 注 業 者 、発 注 業 者 と もに伝 送 情 報 とバ ー コー ドラベ ル

とが セ ッ トとな って初 め てEDIと して 完成 す る もの で あ る。

言 い換 え れ ば種 々 の業 界 に お いて 何 らか の形 態 で 取 引の 対 象 とな る商品 や 製 品 に貼 付 、

あ る い は添 付 され るバ ー コ ー ドラベ ルが 標 準化 され る裏 側 に は必 ずEDIが あ る と い って

も過 言 で は な い。

この よ うにEDIと バ ー コー ドとは切 って も切 れ な い 関係 に あ る こと は云 うまで もな い

が その 目的 は伝 送 され たEDI情 報 と品物 との紐 付 け 、即 ち授 受 され た デ ー タ と物 品 との

惜 物 一 致 の た めの キ ー コー ド、 また はIDコ ー ドと して のバ ー コー ド利用 が その 基 本 で あ

る。

これ はバ ー コー ドの持 つ 、 簡 便 で高 読 み取 り精 度 とい う特 長 の反 面 、一 つの 弱 点 と も云

え る、 単 位 面 積 当 た りの情 報 密 度 が小 さい と い った点 か ら くる、 あ る意 味で は やむ を得 な

い制 限 に よ る一 面 もあ る と考 え られ る。

EDIに お け る場 合 に 限 らず 、一 般 的 に惜 物一 致 はそ の物 と情 報 が 完全 に一 体 化 して い

る こ とが シス テ ムの 簡 略化 や セ キ ュ リテ ィの 面 か ら理 想 的 で あ る と云 え る。

限 られ た面 積 の 中 に必 要 な 情 報 を全 て完 全 に コー ド化 で き、従 来 のバ ー コー ドと同様 に

読 み 取 り精 度 が 高 く取 り扱 いが 簡 単 で 、 な おか っ メデ ィア が 安 価 な二 次 元 コー ドは そ の理

想 に近 い もので あ る。

物 品 の 受 発 注 や 納 品 に 関 わ る情 報 は オ ンラ イ ンで 、 品物 は輸 送 とい った物 理 的 な手 段 で 、

とい うEDIの 基 本 に 照 ら して 考 え る とそ の品 物 と伝送 され た 情報 との マ ッチ ン グに対 し

て は情 報 との紐 付 けの た め のIDコ ー ド、即 ち、 そ れ に必 要 な 桁数 か ら考 え て も一 次 元 の

バ ー コー ドで十 分 で あ る、 と い う議論 は的 を射 て る と も思 え る。

しか しなが ら、 以 下 に 述 べ る よ うに シス テ ムの 簡 略化 や 高 い レス ポ ンス の実 現 、 あ るい

は デ ー タ のバ ッ クア ップ な どの 点 を考 慮す る とIDコ ー ドの み で は不 十 分で あ る。

即 ち、 そ の品 物 の 関 連 情 報 を そ のIDコ ー ドの み で な く情 報 そ の もの を何 らか の 方 法 で

コー ド化 して 添 付 す る こ と に よ り シス テ ム構 築 の 幅 が大 き く広 が る ことに な る。

二 次 元 コー ドはバ ー コー ドと異 な りICカ ー ドや磁 気 カ ー ドな ど と同様 、 デ ー タ キ ャ リ

ア と して の利 用 が そ の 基 本 で あ る と考 え られ るが 、 この こ とは デ ー タ フ ァイ ルの 分 散 化 を

実 現 しデ ー タベ ー スへ の ア クセ スの頻 度 を減 少 し、 ひ い て は シス テ ムの よ り効 率 的 な運 用

と シス テ ム の シ ンプル 化 、 簡 略 化 、 そ の結 果 と して 高 レス ポ ンス の可 能性 を有 して い る と

いえ る。

ま た なん らか の 原 因(例 え ば 回線 障 害等)に よ りキ ー コー ドに よ る情報 検 索 が 不 能 とな

った場 合 のバ ックア ップ に っ い て は ど の よ うな シ ステ ム に お い て も不 可 欠 で あ る こ と は云

うまで もな い。

さ らに、 バ ッチ処 理 が主 流 のEDIに お いて は地 理 的 な 条件 等 に よ り時 と して オ ン ラ イ

ン情 報 よ り品 物 が 先 に 到着 す る とい った状 況 が 発生 す る。

通 常 この よ うな ケ ー ス に お い て は 、例 え ば納 品 時 に お け る納 品書 の よ うに 、 品物 に付 け

られ て い る必 要 情 報 を人 間 の 手 に よ りキ ー入 力 せ ざ るを得 な い のが 現 状 で あ ろ う。

二 次 元 コー ドに よ り関連 情 報 を コー ド化 して お くこ とに よ り当該 物 品 の必 要 な情 報 を二
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次 元 コー ドリー ダで読 み 込 ませ るだ け の簡 単 な操 作 で 正確 な デ ー タ を高 速 で コ ン ピュー タ

に入 力す る ことが で き るよ うに な り障害 に対 す るバ ックア ップ や情 報 と物 品 との タイ ミン

グの ず れ の 調 整 を容 易 に行 う こ とが 可 能 とな る。

標 準 化 され た デ ー タ構 造 に よ り二 次 元 コー ドに コー ド化 され 、 品物 に完 全 に 同期 したE

DI情 報 は オ ンライ ンEDIの シス テ ム を補 完 す る もの で あ る。

ま た、EDIに お け る二 次 元 コー ドの応 用 は さ らに現 在以 上 にEDIの 活用 の 裾 野 を拡

大 す る。

云 うまで もな くEDIは コ ン ピ ュー タ間 に お け るオ ンラ イ ンの デ ー タ授 受 を その 基 本 と

す るが 、 場 合 に よ って は発 注 先 と受 注 先 が そ れ ぞれ に は受 発注 に 関す る事 務処 理 が コ ン ピ

ュー タ化 され て い るに もか か わ らず 諸 般 の事 情 や条 件 に よ りオ ンライ ン化 され て いな い、

あ るい はで きな い とい うケ ー スが あ り、 この場 合 に は受 発 注情 報 の授 受 は別 の 手 段 に頼 ら

ざ るを得 な い。 例 え ば、 発 注 は電 話 やFAX、 場 合 に よ って は郵 送 とい った 手 段 で 、 ま

た納 品情 報 は納 品 伝票 を 品物 と同時 に とい った形 で や りと りが 行 わ れ る。

発 注 は や む を得 な い と して も納 品情 報 に関 して は発 注 先 は 自社 の 発注 情 報 との照 合 、 受

け入 れ を行 うた め に納 品書 情 報 を 自社 の コ ン ピュー タ システ ム に入 力 を しな け れ ば な らな

い。

この場 合 に お いて も、 入 力 すべ き納 品 書情 報 を二 次 元 コ ー ド化 して 品物 に添 付 して お く

こと によ り極 めて 簡 単 に正確 な情 報 を 自社 の コ ン ピ ュー タ に入 力 す る こ とが で き る。

これ に よ り納 品書 を な くす 、 い わ ゆ る納 品 書 レスの シス テ ムが 、 さ らに は、EDIの 大

きな 目的 の一 つ と もいえ る、伝 票 類 を 大 幅 に削 減す るペ ーパ ー レス化へ の可 能 性 が 広 が る

こと にな る。

コ ン ピュー タ 間の オ ンライ ンを そ の 基 本 とす るEDIに お いて は コ ン ピュー タの オ ンラ

イ ンが な く二 次 元 コー ドとい うオ フ ラ イ ンの デ ー タ メ デ ィ アを 利 用 した受 発 注 シス テ ム は

本 来EDIと は云 え な いか も知 れ な いが(ペ ーパ ーEDIと 呼 ぶ 場 合 もあ る)、 標 準 化 さ

れ た ビジネ ス プ ロ トコル や メ ッセ ー ジを 利用 す る ことか ら、 現 在 ど ち らか とい え ば大 企 業

を ベ ー ス に普 及 が 進 ん で い るEDIの 適 用 の範 囲 を 中小 企 業 を 含 め た広 い範 囲 へ とその 裾

野 を 広 げ、 よ り多 くの 人達 が そ の恩 恵 に浴 す る可 能 性 を二 次 元 コー ドは有 して い る と云 う

ことが で き る。
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第2章 二次元 コー ドの概 要

2.1二 次元 コー ド開 発 の経 緯

二 次 元 コー ドは突 然 開発 され た訳 で はな く、従 来 の バ ー コー ドとの関 係 が 深 い。 そ こで

二 次 元 コー ドを理 解 す るた め に 、二 次 元 コー ドの 開発 の経 緯 につ いて次 に説 明 す る。

2.1.1小 さな バ ー コ ー ドの 要 求

約40年 前 に発 明 され た バ ー コ ー ドは、 今 日 まで進 化 し続 け て きた。 そ して 、CODE128

は高 密 度 印字 、 フル ア スキ ーの コ ー ド化 を実 現 して お り、 バ ー コー ドと して は ほ とん ど究

極 の 域 に達 して い る。

しか し、1980年 代 の 後 半 に入 る と、宝 石 や 半 導 体 、 薬 剤 、機 械 部 品等 の特 殊 分 野 で 、

も っと多 くの情 報 を も っと小 さ く印字 した い と言 う要 求 が 出 て きた。 これ に対 応 した シ ン

ボ ルがCODE49やCODE16K等 の二 次 元 コー ドで あ る。 これ は、 バ ー コー ドを積 み 上 げた ス タ

ッ ク型 の 二 次元 コー ドで 、 従 来 の バ ー コー ドに比 べ 情 報 量 と情 報密 度 を数 倍 に 高 め る こ と

が で き た。 現在 、CODE49はAPSフ ィル ムに使 用 され て い る。

そ して 、 更 に よ り小 さ く情 報 量 の多 い シ ンボ ルの 要 求 が あ った た め、 ス タ ック方 式 で な

くマ トリクス方 式 を取 り入 れ た二 次 元 コー ドが 開発 され た。 これ が 、DataMatrixやVeriCo

deの よ うな二 次元 コー ドで あ る。 日本 で開 発 され た カ ル ラ コー ドやCPコ ー ドも この 要 求

に応 え た コー ドで あ る。 マ トリクス方 式 は、 マ トリクス の交 点 の セ ルが 黒 か 白か で コ ー ド

化 した もので 、点 の集 合体 で あ るか ら印字 密 度 を非 常 に高 め る ことがで きた 。

2.1.2マ トリク ス型 と ス タ ッ ク型が 独 立 して 発 展

マ トリクス型 の 二 次 元 コ ー ドは約2000文 字 の 情 報 を シ ンボ ル化 で き る と共 に、 バ イ

ナ リー もコー ド化 で き る よ うに した。 したが って 、 画 像 や音 声 、 図形等 の あ らゆ る情 報 を

コー ド化 す る こ とが で き る。 しか も、 汚 れ や傷 の 影 響 を少 な くす るた め に誤 り訂 正 機 能 を

持 た せ た た め、 悪 い環 境 で も使 用 で き る とい う非 常 に優 れ た特 徴 を持 つ こが で きた。 そ し

て 、 今 日 まで よ り幅 広 い様 々 なニ ー ズ に対 応 す る ため に、 情 報 量、 誤 り訂 正 方 法 、 デ コー

ド速 度 等 の観 点 か ら更 に改 良 が な され 、 次 々 に新 しい二 次 元 コー ドが 開発 され て来 て い る。

例 え ば 、 海外 で はMaxiCodeやCode1、AztecCode等 が 開 発 され 、 日本 で もQRCodeや ボ ック

ス図 形 コー ド等 が 開 発 され て い る。

ス タ ック型 の二 次 元 コー ドに お いて もそ の後 大 幅 に改 良 され 、1989年 に究 極 の ス タ

ッ ク型 二 次 元 コー ドと してPDF417が 登 場 した 。 これ は、 マ トリクス型 と同様 に バ イナ リー

デ ー タ も扱 う こ とを可 能 に し、情 報 量 も英数 字 で約1800文 字 、バ イナ リー で 約110

0バ イ トと大 き くな って い る。 ま た 、情 報密 度 はバ ー コ ー ドの10～100倍 に改 善 され 、

さ らに誤 り訂正 機 能 の追 加 に よ り汚 れ や傷 が あ って も読 み 取 りを可 能 に して い る。 っ ま り、

マ トリクス型 の機 能 を ス タ ック型 で実 現 した もの と言 え る。

そ して 、1994年 に はPD417を 自 由 な形 に変 形 で きる よ うに した よ うなSuperCodeが

開発 され 、 そ の後 、 新 た な ス タ ッ ク型 コー ドと して 田traCodeも 開発 され て い る。
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2.2二 次 元 コ ー ドの特 徴

二 次 元 コー ドが 開発 され て き た背 景 は 「小 さ く した い 」 「情 報 量 を増 や した い」 「バ イ

ナ リー情 報 も コー ド化 した い 」 「汚 れ て も確 実 に読 み た い 」等 の ニ ーズ が あ った と説 明 し

たが 、 これ らの 要 求 を一 つ の シ ンボ ル で 実現 す る こと は難 しい。 したが って、 現 在 様 々な

二 次 元 コー ドが 存 在 して い る訳 で あ る。 そ こで、 次 に二 次 元 コー ドの 特徴 につ いて 説 明 す

る。

2.2.1情 報 量

二 次 元 コー ドの最 大情 報 量 は 、1000か ら1500バ イ ト程 度 で あ る。 しか し、 これ

は シ ンボ ル の仕 様 に よ る最 大 値 で あ って 、 読 み取 りを 考 慮 した現 実 的 な情 報量 で は な い。

リー ダの 読 取速 度 、 リー ダ の分 解 能 と読 取 範 囲 、読 取 操 作 性 を 考慮 す る と、 この仕 様 を満

足 させ る こ とが 出来 な い場 合 が あ る。

例 え ば 、 マ トリクス型 二 次 元 コ ー ドの 読 み 取 りに はCCDイ メ ー ジ リー ダを 使用 す るが 、

こ こで 使 用 され て い るCCD素 子 の 画 素 数 は価 格 的問 題 か ら ビデオ カ メ ラで 多 く利 用 され

る30～40万 画 素 で あ る。 した が って 、二 次 元 コー ドの 情 報 量 を大 き くす る と、1セ ル

当 た り と画 素 数 が 少 な くな って 読 み 取 りで きな くな る。1セ ル を認 識 す るた めの 最 低 画 素

数 は、 二 次 元 コ」 ドの種 類 に よ って 異 な るが 、3×3か ら5×5画 素 で あ る。 現 在 のCC

Dイ メー ジ リー ダで は、二 次 元 コー ドの最 大 の情 報量 は、約500か ら800バ イ トが 限

界 と言 わ れ て い る。

一 方 、 ス タ ッ ク型 の二 次 元 コー ドで は レー ザ スキ ャナ に よ る広 範 囲 な読 み取 りが で き る

こ とか ら、PDF417で は仕 様 最 大 の1108バ イ ト(1850英 数 字)の 読 み取 りが 可 能 で

あ る。 しか し、CCDイ メ ー ジ リー ダ を使 用 した場 合 は同 じよ うに情 報 量 に制 限が あ る。

2.2.2情 報 化 密 度

ス タ ック型 とマ トリクス型 の二 次 元 コー ドは明確 にそ の特 徴 が異 な る。 ス タ ック型 は あ

くまで もバ ー コー ドを積 み上 げ た コー ドで あ るので 、 ス ター トス トップ コー ドが必 要 で あ

り、 また レー ザ ス キ ャナ読 取 を考 慮 す る とバ ー の高 さ はモ ジ ュー ル幅 の3倍 以 上 は必 要 で

あ る。 情 報 化密 度 と言 う観 点 か ら見 れ ば 、 ス タ ック型 の 方 が 不利 で あ る と言 え る。

ス タ ック型 の情 報 化 密度 を考 え る場 合 、 情 報量 が 多 く しか も横 長 の シ ンボル に な るほ ど

ス タ ー トス トップ コー ドの オ ーバ ー ヘ ッ ドが 小 さ くな るた め 、 情 報 化密 度 は急 速 に 改善 し

て い く。 ス タ ック型 は情報 化 密 度 の 観 点 か らは、約100バ イ ト以 上 の比 較 的 大 きな シ ン

ボル に有 利 で あ る と言 え る。

PDF417で は、 この欠 点 を補 うた め に様 々 な工 夫 が行 わ れ て い る。 例 え ば、 トラ ンケ ー シ

ョ ンシ ンボ ル と言 って 、 ス ター トス トップ コー ドの片 方 を取 り除 く方 法 で あ る。 また 、 モ

ジュ ー ル幅 を非 常 に小 さ く した 「MicroPDF417」 が あ る。

マ トリ クス型 の場 合 で も、 二 次 元 コ ー ドの 種 類 に よ って 情 報 化 密 度 は僅 か に異 な る。例

え ば、10桁 程 度 の数 字 の極 小 シ ンボ ル を作 成 した と き、 その 違 いが 顕 著 に現 れ る。 そ れ

は、 最 小 セ ル数 の 規定 に よ り少 な い デ ー タで も或 るサ イ ズ以 下 に はな らな いか らで あ る。

最 小 セ ル数 は、DataMatrixが9×9、VeriCodeが10×10、QRCodeが21×21、 そ し

て 、MaxiCodeに お いて はセ ル 数 の 変 化 を認 めて いな い。
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2.2.3エ ラ ー チ ェ ッ ク と誤 り訂正

バ ー コー ドは 、 バ ーが一 本 で も欠 けた り増 え た り した ら決 して 読 み 取 る こ とはで きな い。

っ ま り汚 れ や傷 が あ った場 合 、 そ の部 分 を ス キ ャ ン して も読 み 取 る こと はで きな い こと に

な り、 バ ー コー ドが 信 頼性 が 高 く、誤 読 が発 生 しに くい こ との証 明 だ と言 わ れ て きた。

確 実 な読 み 取 りを 実 現 す るた め に は、汚 れ や 傷 の な い他 の場 所 を再 度 ス キ ャ ンす る こ とで

あ り、 高速 の レーザ ラ ス タ ー スキ ャナ を使 用 す る こ とに よ り、非 常 に高 い読 取 率 で かつ 高

い信 頼 性 で 読 み 取 る ことが で きた 。今 日、 バ ー コ ー ドが 広 く普 及 した一 つ の理 由 で あ る。

しか し、 高 速 の レーザ ラ ス タ ー スキ ャナを 使 用 して もバ ー コー ドの大 きな 損 傷 に対 して

は無 力 で あ る。 そ こで 、二 次 元 コ ー ドで はエ ラ ー チ ェ ッ ク機能 と誤 り訂 正 機 能 を持 つ よ う

に な って い る。 エ ラ ー チ ェ ック と は読 み取 ったデ ー タに誤 りが な いか ど うか の チ ェ ックす

る方 法 で 、 従 来 の バ ー コー ドで もチ ェ ッ クデ ジ ッ トによ り行 って いた 。 誤 り訂 正 機 能 と は、

エ ラ ー チ ェ ックで 分 か った誤 りを 自動 的 に正 しい デ ー タに修 復 す る機能 で あ る。 この技 術

は 、 デ ー タ通 信 や デ ジタ ル信 号 処 理 の 世界 で は古 くか ら使 用 され て いた技 術 で あ る。

二 次 元 コ ー ドは この エ ラ ー訂 正 能 力 に よ り読 取 率 が大 き く改 善 す るた め 、 各 メ ー カ と も

に 凌 ぎ を削 って 改 良 して き た と言 え る。 エ ラ ー訂 正 方式 はCRC方 式 と リー ドソ ロモ ン方

式 が代 表 的 で あ り、CRC方 式 は少 な いデ ー タ に有 効 で、 リー ドソ ロモ ン方 式 は、 大 きな

デ ー タ に有 効 で あ る と言 わ れて い る。DataMatrixの 新 しい規 格 で あ るECC200は 、 従 来 のC

RC方 式 に リー ドソ ロモ ン方 式 を加 え た こ とが大 きな違 いで あ る。

2.2.4マ ー キ ング方 式

二 次 元 コー ドの ス タ ック型 と マ トリクス型 は、 マ ーキ ン グ方 式 につ いて の 大 きな違 い は

な い。 いず れ も、バ ー コー ドプ リンタ に よ る印刷 、 レー ザ プ リンタ等 の 汎 用 プ リンタ に よ

る印刷 、 そ して レー ザ マ ー キ ング等 に よ るダ イ レ ク ト印 刷 が可 能 で あ る。 しか し、 ダ イ レ

ク トマ ー キ ング に お い て は 、 ス タ ッ ク型 の方 が少 し優 位 で あ る。 バ ー を マ ー キ ングす る よ

り、点 を マ ー キ ン グす る方 が簡 単 で早 いか らで あ る。 した が って、 半 導 体 ウ エハ や 液 晶 基

板 、機 械 部 品 の ダ イ レク トマ ー キ ング に は、 マ トリクス型 が使 用 され る こ とが 多 い。

一 方
、伝 票 や現 品 ラベ ル で は 、 印刷 スペ ー スが横 長 の 方 が デ ザ イ ン し易 い こ とか ら、 縦

横 比 を 自由 に変 え られ るス タ ック型が 便 利 で あ る。

2.2.5読 取 方 式

二 次 元 コー ドの読 取 方 式 は、 バ ー コー ドの よ うな ス キ ャ ンニ ングに よ り読 み取 る方 式 と

CCDイ メー ジ リー ダで 読 み取 る方式 が あ る。

ス タ ック型 は基 本 が バ ー コー ドで あ る こ とか ら、従 来 の レー ザ ス キ ャナ やCCDス キ ャ

ナ の よ うな ス キ ャニ ング技 術 で 容 易 に読 み取 る こ とがで き る。 また、PDF417で は ス タ ー ト

コー ドか らス トップ コー ドまで一 気 に ス キ ャ ン しな くと も、 コー ドワー ドと言 うバ ー コー

ドの基 本単 位 で デ コー ドす る こ とが で きるた め に 、 スキ ャ ン角 度(チ ル ト角)に つ いて も

多少 ラ フに す る こ とが で き る。CCDイ メー ジ リー ダで 読 み取 るマ トリクス 型 に比 べ 、 リ

ー ダ を 安 くす る こ とが で き る と共 に
、従 来 の バ ー コー ドと併読 す る こ とが で き る。

一 方 、 マ トリクス 型 はセ ル の 位 置 関係 が 重 要 で あ るため 、CCDイ メー ジ リー ダ以 外 の
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読 み取 りは難 しい 。 しか し、CCDイ メ ー ジ リー ダを 使 用す ると、 ス タ ック型 の二 次 元 コ

ー ドや従 来 の バ ー コー ドの 読 み 取 り も可 能 に な るの で
、万 能 型 リー ダ と して非 常 に価値 が

高 い・一 般 にバ ー コー ドや ス タ ック型 二 次 元 コー ドは横長 で あ るの で 、 視 野 か らはみ 出 し

た り、CCDエ リア セ ンサの 分 解 能 が 不 足 して 読 め な い こ とが あ るの で 、 シ ンボ ル にあ る

程 度 の制 限 が必 要 で あ る。

2.2.6読 取 操作 性

読 取操 作 性 は、 チ ル ト角 の 観 点 と読 取 距 離 の 観 点 か ら考 え る こ とが で き る。 ス タ ック型

二 次 元 コー ドを レー ザ ス キ ャナやCCDス キ ャナで 読 み 取 る場 合 は、 バ ー の 高 さが 従 来 の

バ ー コー ドに比 べ は るか に小 さ いた め 、 チ ル ト角 は約5度 程 度 と小 さ い。 これ は、バ ー コ

ー ドが10度 以 上 あ った こと と比 較 す る と操 作 性 は劣
って い る と言 え る。 一 方 、CCDイ

メー ジ リー ダで読 み取 る場 合 、 視 野 に入 る限 りチル ト角 に制 限 は な いの で 、 バ ー コー ドに

比 べ 非常 に優 れ て い る と言 え る。'

また 、読 取 距離 にお いて は、 レーザ スキ ャナ方 式 は広 い読 取 距 離 と読 取 範 囲 を容 易 に実

現 す る ことが で き るの で、 従 来 の バ ー コ ー ドと同 じで あ る。一 方 、CCDイ メ ー ジ リー ダ

で は、 焦点 距 離 を 合 わせ る必 要 が あ るた め、 焦 点 を 簡 単 に合 わせ る こ とが で き る タ ッチ型

が 一 般 的 とな って い る。 この 場 合 、 シ ンボ ルが リー ダ に隠 れ て しま うた め、 シ ンボ ル を読

取 範 囲 に入 れ るた め の工 夫 が 必 要 で あ る。 ま た、 最 近 、LEDに よ るフ ォー カ ス機 能 や レ

ーザ に よ る照 準 機 能 を付 け た遠 隔 型 リー ダ も開 発 され て い るが
、読 取 深 度 が 小 さい とい う

課 題 が残 って い る。

2.2.了 読 取 時 間

二 次元 コ ー ドは 自動 仕 分 システ ム に利 用 され る ことが あ る。 この場 合 シ ンボル の 向 きの

影 響 を受 けず 、読 取時 間の 短 い シ ンボル が 要 求 され る。 シ ンボル の 向 きの 影 響 を な くす た

め に は 、 マ トリク ス型 の方 が 適 して い る と言 え る。

読取 時 間の 短縮 はカ メ ラで 取 り込 ん だ 画 像 デ ー タ に対 して 、如 何 に早 く シ ンボル を抽 出

で き るか、 そ して如 何 に早 くデ コー ドで き るか が 勝 負 とな る。 メモ リー に取 り込 まれ た画

像 デ ー タの 中か ら シ ンボル の 画 像 デ ー タを 早 く抽 出 す るた め には 、 シ ンボル の 位 置 マ ー ク

が検 出 し易 い こ と、 シ ンボル の 回転 角 の 検 出が し易 い こ とが重 要 とな る。MaxiCodeやQRCo

deは この観 点 か ら開発 され た シ ンボ ル で 、 非 常 に早 いデ ー コー ド時 間が 特 徴 とな って い る。
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二 次元 コー ドシ ンボルの種類 と特 長 1997年1月

CODE49 PDF417 DataMatrix

(ECC200)

VeriCode MaxiCode QRCode

方 式 スタ ック方式 ス タック方式 マ トリックス 方式 マ トリックス方 式 マ トリッ クス 方式 マ トリ ックス方 式

情 報 の 種 類 フルアスキー(128字)、 シフト

(2種)、 プアンクション(3種)、

ハ。ツド/数 字 シフト

フルアスキー(128字)、 バ イナ

リー(か な 、漢 字 、図 形 、

画 像)

フルアスキー(128字)、 バ イナ

リー(か な 、漢 字 、図 形 、

画 像)

フルアスキー(128字)、 バ イナ

リー(力・な 、漢 字)

フルアスキー(128字)、 ラテン

アルファペ ット(128字)

フルアスキー(128字)、 バ イナ

リー(か な 、漢 字 、図 形 、

画 像)

情 報 量 フルアスキー49字 、

数 字81字

バ イリー1108バ イト、

フルアスキー1850字 、

数 字2725桁

ハ"イナリー2000バ イト

(現在 のリーダ で は約

800バ イトまで)

バイナリー196バ イト、

数 字392桁

フルアスキー/ラ テンアルファベ

ット93字 、

数 字138桁

バ イナリー3069ハ"イ ト

(現 在 の リーダ で は 約

1000バ イトま で)

連結可能シンボル数 1 99,999 1(ECC200は16) 255 8 16

誤り訂正機能 な し 8レベ ル 13レベ ル

(20%以 下)

2レベ ル

(12.5、25%)

2レベ ル

(35、47%)

4レベ ル

(7、15、25、30%)

シ ンボル構成 4シンボ ルキャラクタ/行

2～8行

1～30コ ード ワートソ行

3～90行

9×9～

183×183

10×10～

48×48

30×30

866(6角 モシ"ユール)

21×21～

177×177セ ル

シンボル縦横比 自由設定 自由設定 1:1～1:n 1:1 1:1 1:1

最小セル(ハ㌧)寸 法 0.19mm 0.19×0.57mm 5画 素 3画 素 O.89×1.04mm 3画 素

レーザ スキャナで の読取 可能 可能 不可能 不可能 不可能 不可能

ハ。ア リック ド メイン USS-CODE49 USS-PDF417 USS`97 申請準備中 USS`97 申請中

IEC/ISO 規格化予定 規格化審議中 規格化審議中 規格化予定

標 準 化 動 向 APSフ ィルム ANSI,AIAG,AFMA,

US-DoD,US-DoE,

UIG,AAMVA,TCIF

SEMI,EIA,ANSl ANSI,AIAG 日本文具協会

(検討中)

開 発 会 社 lntermec Symbol

Technologies

lDmatrix Veritec UPS デ ン ソー

シ ンボルサ ンプル
■則llll■1`}■`1

旧ll■IIll■

`1耶1IIIl`1■1

酬lllll 1臓職敵
L'■=
■

}弍 窺
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薦
同 工;回
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USS(AIMに よるシンボル規 格)、ANS1(米 国規格 協会)、AIAG(米 国 自動車工業会)、EIA(米 国電子工業会)、SEMI(米 国半導体工 業会)、AFMA(米 国家具製

造協会)、US-DoD(米 国国防総 省)、US-DoE(米 国エネルキ㌧省)、UIG(公 共産 業グルーフ。)、AAMVA(米 国 自動車管理協 会)、TCIF(米 国通信情報産業協議会)



2.3二 次 元 コ ー ドの 印刷 方 法

二 次 元 コー ドを印 刷 方式 と各 プ リンタ の特 徴 に っ い て 次 に説 明 す る。

2.3.1印 刷 方 式

二 次 元 コー ドの 印刷 は、従 来 のバ ー コー ドと同様 にバ ー コー ドプ リンタ に よ る方 法 と汎

用 の プ リンタに よ る方 法 、 そ して特 殊 プ リ ンタに よ る方 法 ほ あ る。 ま た 、方 式 につ いて も

感 熱 式(ダ イ レク トサ ー マ ル式)、 熱 転 写 式 、 静 電気 式(レ ー ザ式 、液 晶式 、LED式 、

イ オ ン式)、 イ ン クジ ェ ッ ト式 、 ドッ トイ ンパ ク ト式 、 フ ォ トエ ッチ ン グ式 と基 本 的 に全

く同 じで あ る。 た だ し、 ドラ ム イ ンパ ク ト方 式(輪 字 式)で は シ ンボ ル が キ ャラ ク タ単 位

の 印字 しか で きな いの で 、 二 次 元 コー ドの 印 刷 はで きな い 。

ドッ トイ ンパ ク ト式 や イ ン ク ジ ェ ッ ト式 は滲 み が 出 や す いの で 、 バ ー や セ ル を小 さ くす

る場 合 は注 意 を要 す る。 フ ォ トエ ッチ ング式 は極 め て 高 い 印 刷精 度 が 得 られ るので 、 半 導

体 や液 晶基 板 の極 小 マ ーキ ングに 使 用 され て い る。 レー ザ マ ー キ ング式 は半 導 体パ ッケ ー

ジや機 械 部 品 の ダイ レ ク トマ ー キ ングに 使 用 され て い る。

印刷方式 ラ… ンタ磯il

㌫ よ㌫ こご イ_

朋 プリンタ τ 纏

1ぽ 一 眠 イオtZi・lli)

特殊プリンタ ー亡 ㌫ 二 溌

図2-2二 次 元 コー ドプ リンタの 分 類

2.3.2バ ー コー ドプ リ ンタ に よ る 印刷

二 次 元 コー ドが 印字 で きるバ ー コ ー ドプ リンタ は従 来 のバ ー コー ドプ リンタ に比 べ 、C

PUが よ り高 速 で しか もメモ リー 容 量 が 大 き くな って い る。 これ は二 次 元 コー ドが 従 来 の

バ ー コー ドの10倍 か ら100倍 の デ ー タ を持 ち、 しか も、誤 り訂 正 機 能 を付 加 す る た め

の 複 雑 な 演算 が 必 要 で あ るか ら.であ る。 従 来 の バ ー コー ドプ リンタのCPUは16ビ ッ ト

が 一 般 的 で あ った が 、二 次 元 コー ドの 印 刷 で は32ビ ッ トを使 用 して い る機 種 が 多 い。 異

な る デ ー タの ラベ ル を連 続 的 に印 刷 す る場 合 は・ 印 刷 イ メー ジデ ー タの 生 成 に多 くの 時 間

が 必 要 で あ る ことか ら、 二 つ のCPUを 使 用 して 印 刷 速 度 が高 く して い る ことが 多 い。 こ

の 場 合 、 一 つ のCPUで 印刷 デ ー タ を生 成 し、 も う一 つ のCPUで 印刷 す る。

二 次 元 コー ドの 生成 プ ログ ラ ム を持 た な い従 来 の バ ー コー ドプ リンタで も、 二 次 元 コー

ドを 印刷 す る方 法 はあ る。 パ ソ コ ンで 二 次 元 コー ドを 作 成 して 、 その イ メー ジデ ー タ をバ
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一 コー ドプ リ ンタ に転 送 し、 印刷 す る方 法 で あ る。 この 方 法 で はバ ー コー ドプ リンタ用 の

プ リンタ ドラ イバ をパ ソ コ ンに イ ンス トー ル し、Windowsの プ リ ン トマ ネ ー ジ ャ等 を使 用

して 印刷 す る。

この 方 法 の 問題 点 は イ メー ジデ ー タ転 送 にな るた め、 デ ー タを プ リ ンタ に転 送 す るまで

に 多 くの 時 間 を要 す こ とで あ る。 現 在 、 この 問題 を解 決 す るため にパ ソ コ ン とプ リ ンタの

間 を高 速 なSCSIイ ン ター フ ェー ス や イ ーサ ー ネ ッ トLANで 接 続 で き るプ リ ンタが 開

発 され て い る。

2.3.3汎 用 プ リ ンタ に よる 印刷

汎 用 プ リ ンタの 主 流 は、 従 来 の ドッ トイ ンパ ク ト方式 か ら レー ザ式 や イ ング ジ ェ ッ ト式

に移 って きて い る。 レーザ 式 は従 来 は 高 くて遅 い と言 う大 きな 問題 を抱 え て い たが 、 今 で

は20万 円以 下 で 高 速 な製 品 が 販 売 され て きて い る。 ま た、 イ ン ク ジ ェ ッ ト方 式 にお いて

は、5万 円以 下 で カ ラ ー印 刷 が 可 能 に な って い る。 これ らの プ リン タ は300DPI以 上

の 高 い印 刷 精 度 を持 ち、 二 次 元 コー ドの 高密 度 印字 に適 して い る こ と もあ って 、 これ らの

プ リンタを 二 次 元 コー ドの 印刷 に利 用 す る こ と も多 くな って きて い る。

一 方 、 従 来 の ドッ トイ ンパ ク トプ リ ンタ に つ いて も、複 写 伝 票 を使 用 す る場 合 に は使 用

され て い る。 通 常 の 複 写 伝 票 は滲 み 易 く、 化学 イ ンクの吸 収 波長 の特 性 に よ り通 常 の バ ー

コー ドリー ダで は、 読 み 取 れ な い こ とが 多 い 。 したが って 、 バ ー コー ド読 取 用 の 特 殊 な 複

写 伝 票 を使 用 す る必 要 が あ る。 これ を 使 用 す る場 合 で も、 イ ンクの 滲 み は避 け られ な い こ

とか ら、 バ ーや セ ル の サ イ ズ を2ド ッ ト以 上 にす る こ とを勧 め る。

これ らの 汎 用 プ リンタで 二 次 元 コー ドを 印 刷す る ため に は、 パ ソ コ ン側 で 二 次 元 コー ド

を作 成 す る ソ フ トウ ェア を使 用 しな けれ ば な らな い。 この ソフ トは、 シ ンボ ル 開発 メー カ

が 、 ソー ス コー ドやEXEフ ァイル と して 提 供 して い る。 しか し、 これ は 、一 般 ユ ー ザで

は使 用 す るのが 難 しい の で 、Windows版 等 の バ ー コー ド作 成 ソフ トウ ェアパ ッケ ー ジを使

用 す る と便 利 で あ る。 この種 の ソフ トで は シ ンボ ル を選択 し、 次 にバ ー ま た は セ ル の サ イ

ズ と誤 り訂 正 レベ ル を指 定 して お けば 、 デ ー タを入 力 して シ ンボル 作 成 ボ タ ンを押 す だ け

で 、二 次 元 コー ドが簡 単 に作 成 す る こ とが で き る。Windows版 の ソ フ トで は、 生 成 した二

次 元 コー ドを画 面 で確 認 す る こ とが で き るの で 、 ラ ベル デ ザ イ ン も容 易 で あ る。

2.4二 次 元 コ ー ドの読 取 方 法

二 次 元 コー ドの 読取 方 式 と リー ダの 特 徴 につ いて 次 に説 明 す る。

2.4.1二 次 元 コ ー ドリーダ の方 式

二次 元 コー ドの リー ダ は、 スタ ッ ク型 と マ トリクス型 で は異 な る部 分 が あ る。 そ れ は 、

マ トリクス 型 がCCDイ メー ジセ ン シ ング方 式 に限 定 され るの に対 し、 ス タ ッ ク型 で は レ

ー ザ やCCDの スキ ャニ ン ング方 式 で の 読 み 取 り も可 能 で あ る ことで あ る。 そ の 原 因 はバ

ー また は セ ル の 高 さの違 い にあ る。

ス タ ック型 で はバ ー の 高 さが最 低 で も0.5mm以 上(細 バ ー の3倍 以 上)あ るが 、 マ トリ

クス型 の セ ル サ イズ は0.2mm以 下 に な る ことが あ る。 した が って 、 マ トリクス 型 二 次 元 コ

ー ドを レー ザ ス キ ャナ で 読 み 取 ろ うと した 場 合 、 この0.2mmの 幅 で 一 列 を一 気 に スキ ャ ン
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し・更 に それ か ら0.2mm下 の 次 の列 も同様 に一 気 に ス キ ャ ン しな けれ ば な らな い。 これ は

事 実 上 不 可 能 で あ るた め、 レー ザ ス キ ャナ で の マ トリクス型 二 次 元 コー ドの読 み取 りは難

しい の で あ る。

読 取 方 式 は・ 従 来 のバ ー コー ドと同 じよ うな レー ザ やCCDに よ る スキ ャ ンニ ング方 式

と・CCDエ リア セ ンサ ーを使 用 した イ メー ジセ ンシ ング方 式 に分 類 す る こ とがで き る。

読 取 方 式 スキャニング方 式

τ::∴藷

　 ⊥CCDイ メージリーダ

CCDカ メラリーダ

スタック型 用

スタック型 用

スタック型 用

スタック型 用

手 持 接 触 型 スタック・マトリクス型 用
－E

手 持 遠 隔 型 スタック・マトリクス型 用

カードリーダ型 スタック・マトリクス型 用

固 定 型 スタック・マトリクス型 用

図2-3二 次 元 コー ドリー ダ の分 類

2.4.2二 次 元 コー ド読取CCDス キ ャナ

CODE49,CODE16K,CODA-BLOCK,PDF417の よ うな ス タ ッ ク型 の 二 次 元 コー ドは、 従 来 の

CCDス キ ャナ や レーザ スキ ャナ を シ ンボ ルの 上 か ら下 まで な め る よ うに ゆ っ くり動 か す

こと に よ って 読 み取 る ことが で き る。 この と き、 ス キ ャナ は シ ンボル の 向 きに対 して 出来

る か ぎ り垂 直 に動 かす 必 要 が あ る。 ス タ ッ ク型 のバ ー の高 さは従 来 の バ ー コー ドよ り小 さ

くな って い るの で 、傾 け過 ぎ る とス キ ャ ンラ イ ンが バ ー コー ドか らはみ 出 して しま うか ら

で あ る。CODE49,CODE16K,CODA-BLOCK等 の シ ンボ ル は、 従 来 の バ ー コー ドリー ダ を前 提

に開 発 され た シ ンボル で あ るので 、 従 来 の バ ー コー ドリー ダの ソフ トを変 更 す る程 度 で 読

み 取 りが 可 能 で あ る。

PDF417に お いて は、 情 報量 も多 く誤 り訂 正 機 能 もあ る ことか ら、 従 来 のバ ー コー ドリー

ダで はデ コー ド時 間が 問 題 とな る。 高 速 な読 み 取 りを実 現 す る ため に は、DSP(Digital

SignalProccessor)やRISCチ ップ を使 用 した リー ダが 必 要 で あ る。

2.4.3ラ ス タ ー レーザ ス キ ャナ

ス タ ック型 の二 次 元 コー ドは、 バ ー コー ドとの 併 読 性 、 読 取 範 囲 、 読取 深 度 の 点 か らラ

ス ター レー ザ ス キ ャナ が適 して い る。

ラ スタ ー レーザ スキ ャナ は、 レー ザ光 を 左 右 に ス キ ャ ン しな が ら上下 に も同時 に スキ ャ

ン し、読 取 範 囲 を広 くカバ ー して い る。 ラ ス タ ー ス キ ャ ン方 式 で は垂 直方 向 の スキ ャ ンが

あ るた め に 、 同 じラ イ ンの ス キ ャ ン回 数 は従 来 の ス キ ャナ に比 べ 大幅 に減 少 す る。 従 来 の

スキ ャナ と同 じよ うな読 取 率 を確 保 す るた め に は、 スキ ャ ン回 数 を 多 く しな けれ ば な らな
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い。 例 え ば 、 垂 直 ス キ ャ ンが20ス キ ャ ン/秒 の場 合 は従 来 の ス キ ャ ン回数 が30ス キ ャ ン/

秒 で あ った ら、20×30=600ス キ ャ ン/秒 以 上 の ス キ ャ ン回数 にす る ことが望 ま しい。

この方 式 の 特 徴 は二 次 元 バ ー コー ドを瞬 間 に読 み取 る ことがで きる と共 に、 遠 隔 読 取 が

可能 で あ る こ とで あ る。 ま た、 ラ ス ター ス キ ャ ン方 式 の特 徴 で 、 カ ス レや 滲 み 、 ボ イ ドの

あ る非常 に 印刷 品 質 の 悪 い ラベ ルで も高 い読 取 率 が 得 られ る こ とか ら、高 性 能 なバ ー コー

ドリー ダ と して も使 用 で き る とい う特徴 が あ る。

2.4.4CCDイ メ ー ジ リー ダ

CCDイ メ ー ジ リー ダ やCCDカ メラ リー ダ は、CCDイ メー ジセ ンシ ング方 式 で あ る。

まず 、 二 次 元 コー ドの像 を レ ンズ に よ りCCDエ リア セ ンサ ー に映 し出 して 、 それ を電 気

信 号 に変 換 し、 メモ リー に展 開 す る。 画 像 処 理 技 術 に よ り、 二 次元 コー ドの 位 置 と角 度 を

検 知 し、 デ コー ドで き る よ うな元 の形 に変 換 す る。 そ して、 セ ル の有 無 に よ りデ コー ドを

行 う。

CCDイ メ ー ジセ ンシ ング方 式 に よ る読 み取 りで は、如 何 に シ ャー プ な像 を セ ンサ ー上

に映 し出す か、 また 如 何 に早 く画 像処 理 を行 い デ コー ドす るか が勝 負 とな る。 シ ャー プ な

像 を 映 し出す た め に は焦 点 合 わせ が 重要 で 、 その ため に シ ンボル に タ ッチす れ ば 自動 的 に

焦 点 が 合 う接 触 型 と、LED等 の 焦 点 合 わせ ツー ルを使 用 して 手 で焦 点 を合 わせ る遠 隔型

が あ る。

デ コ ー ド時 間 の 短 縮 に は 、画 像 処 理 に高速 演 算 チ ップDSP(DigitalSignalProcces

sor)を 使 用 した り、 ソフ ト処 理 の改 善 を 行 って い る。 しか し、 二 次 元 コー ドの構 造 が デ コ

ー ド時 間 の 短 縮 に大 き な影 響 を及 ぼ して い る。例 え ば、 シ ンボ ル抽 出 用 の マ ー クが あ るか 、

或 い は シ ンボ ル角 度 検 出用 の マ ー クが あ るか 、 また 、 セ ルサ イ ズ を決 め る ク ロ ックが あ る

か等 で あ る。

CCDイ メ ー ジセ ンサ ー 方 式 は 、バ ー コ ー ドや ス タ ッ ク型 の二 次 元 コー ドも読 み 取 る こ

とが で き る。 そ して 、 どん な シ ンボ ル もモ ンサ ー に全 景 が 写 し出 され て い さえ す れ ば 、 シ

ンボ ル の方 向 は無 関係 で あ る。 しか し、CCDセ ンサ ー の形状 は、 一 般 的 に市 販 され て い

る もの が正 方 形 ま た はテ レ ビの 画 角 の長 方 形 で あ るの で、 細 長 い シ ンボ ルの 場 合 は、 像 が

セ ンサ ー か らは み 出 し易 い 。 した が って 、 シ ンボル の形 状 は、 で きる限 り正 方 形 に近 い方

が都 合 が良 い。

CCDカ メ ラ リー ダ は、 固 定 用 リー ダ と して 利 用 され て い る。読 取 位 置 が 機 械 的 に決 ま

る こ とが多 い こ とか ら、 読 取 距 離 を 簡 単 に変 え られ る よ うに レ ンズが 交 換 で き るよ うにな

って い る。

CCDカ メラ リー ダの 最 大 の 課 題 は照 明 で あ る。 手 持 型 イ メー ジ リー ダ で は 、殆 どの リ

ー ダ 自身 が二 次 元 コ ー ドを 照 らす 光 源 を 持 って るが 、 この方 式 で は、 暗 い 倉庫 や工 場 の場

合 、 外 部 の照 明 が 必 要 で あ る。 補 助 光 に 蛍 光灯 や電 球(タ ング ステ ンラ ンプ)を 使 用 す る

場 合 は、 チ ラ ツキ の 影 響 を 少 な くす るた め に シ ャ ッタ ー時 間 を長 く しな け れ ば な らな い。

これ は、 二 次 元 コー ドが 静 止 して い る場 合 は問題 な いが 、動 いて い る と き は シ ャ ッター速

度 を 早 く して 、 プ レを 少 な く しな けれ ば な らな い。 それ に対 応 す るた め に は、ハ ロゲ ンラ

ンプの よ うな連 続 点 灯 の 補 助 照 明 を使 用 す る必 要 が あ る。

また 、 読 取 深 度 を 広 く取 るた め に は、 レ ンズ の絞 りを小 さ くす る必 要 が あ る。 そ の た め

一13一



に も補 助 光 は必 要 で 、 補 助光 の量 は シ ャ ッター 速 度 と絞 りの値 か ら決 め る こ とに な る。

2.4.5カ ー ドリー ダ

二 次 元 コー ドは情 報 量 が 大 きい こ とか ら、IDカ ー ドに使 用 され る こ とが 多 いの で、 カー

ドリー ダの 要 求 は非 常 に高 い。 カ ー ドリー ダ は シ ング ル ラ イ ンのCCDセ ンサ ー を使 用す

る場 合 と、CCDエ リア セ ンサ ー を 使 用 す る場 合 が あ る。

PDF417は 低 価格 な シ ングル ライ ンのCCDセ ンサ ー を使 用 す る こ とが で き る。現 在 、製

品 化 され て い るカ ー ドリー ダ はタ イ ム カー ドの よ うに カ ー ドを 上 か ら差 し込 み 、下 に押 し

込 む よ う に して読 み取 る方 式 が あ る。 こ こで 、 読 取 の タ イ ミ ング は カー ドを押 し込 んで い

る と きで はな く、 ス プ リ ングで カ ー ドが 戻 って くる と き に読 み 取 る よ うに して い る。 この

方 が 読 取 速 度 を 一 定 にで き るか らで あ る。

マ トリ クス型 の 二次 元 コー ドの場 合 は、CCDエ リア セ ンサ ーの 上 にカ ー ドを置 いて 読

み取 る仕 組 み にな って い る。

2.5標 準 化 の 動 向

現 在 、 二 次 元 コー ドは様 々 な種 類 が存 在 して お り、今 で もま だ更 に優 れ た新 しい コー ド

が ど こか で 開発 され て い ると思 わ れ る。 しか し、 これ らの二 次 元 コ ー ドの 中 で長 年 にわ た

って広 く使 用 され る シ ンボ ル は、 か っ て 、バ ー コー ドの歴 史 が そ うで あ った よ うに、数 種

類 に淘 汰 されて 行 くと思 われ る。 この淘 汰 へ の過 程 で大 きな キ ー を握 って い るのが 、標 準

化 やパ ブ リ ック ドメイ ンで あ る。 そ こで 、 次 に 標 準化 の種 類 と動 向 につ いて説 明す る。

2.5.1シ ンボ ル 規格 と アプ リケ ー シ ョン規 格

二 次 元 コー ドの 標 準 化 は、 シ ンボ ル規 格 とア プ リケ ー シ ョン規 格 に分 類 す る こ とが で き

る。 シ ンボ ル規 格 と は二 次元 コ ー ドの シ ンボ ル の 仕様 を決 め た もので 、 バ ーや セ ル のサ イ

ズ と許 容 誤 差 、 シ ンボ ル の仕 組 み 、 エ ラ ー チ ェ 少ク方 法 と誤 り訂 正 方 法 、 印 刷 品質 等 の シ

ンボ ル を作 成 す るた め の 規格 で あ る。 この 規格 を 標準 化 す る こ とに よ り、 どの リー ダで も

確実 な読 み取 りを実 現 す る ことが で き るの で 、 最 初 に標 準 化 され るべ き規 格 で あ る。

シ ンボ ル が標 準 化 され て も、 そ こ に ど ん な情 報 を どの よ うな形 で 、 ど の よ うな順 番 でエ ン

コー ドす るか を決 め て お か な い と、 そ の シ ンボ ル を読 み取 った 時 、何 の情 報 か知 る ことが

で きな い。 また、 皆 が 混乱 な く使 用 す るた め に は、 シ ンボ ル を 印刷 す る場 所 や サ イ ズ も決

め て お く必 要 が あ る。 この よ うに二 次元 コー ドを 使用 す る上 で必 要 な規 格 が 、 ア プ リケ ー

シ ョ ン規 格 で あ る。 通 常 、 この規 格 は 業 界毎 に 決 め る こ とが 多 い が 、業 界 を また が って使

用 され る場 合 は、 国 家 規 格 や 国際 規 格 に な る場 合 が あ る。

2.5.2パ ブ リ ック ドメ イ ン

各 機 関 や 団体 が 二 次 元 コー ドを標 準 化 す る上 で 重 要 な こ と は、 そ の シ ンボ ルが パ ブ リ ッ

ク ドメ イ ンで あ る ことで あ る。 しか し、 この パ ブ リ ック ドメ イ ンの 定義 は、 今 日、 明確 に

な って いな い。 パ ブ リック ドメイ ンの 本 来 の 意 味 は、 ユ ー ザ が そ の シ ンボ ル を使用 す る上

で 何 らの 制 約 を受 け る ことが な く、 また 、 如 何 な る メー カ も自由 に そ の シ ンボル の プ リ ン

タや リー ダが 開 発 で きる よ うに 、 そ の シ ンボル の 仕 様 が 公 開 され て い る こ とで あ る。 これ
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は 、 シ ンボ ル に お け るパ テ ン トの放 棄 と言 う ことに な るが 、適 当 な 価 格 で 分 け隔 て な く平

等 に提 供 さ れれ ば、 パ テ ン トを放 棄 す る必 要 は ない と言 う考 え もあ り、 この よ うな形 態 で

パ ブ リッ ク ドメ イ ンにな った例 もあ る。

パ ブ リッ ク ドメイ ンにっ いて 、 プ リン タや リー ダの関 連 パ テ ン トも放 棄 す べ きで あ る と

考 え もあ るが 、 プ リンタや リー ダ等 の 機 器 に お け る関連 パ テ ン トは そ の シ ンボ ルの 開 発会

社 の み が持 って い る訳 で は な いの で 、 例 え そ のパ テ ン トまで 放 棄 させ て も必 ず しも関 連機

器 が 自由 に 製造 で きる訳 で は な い。 また 、 機 器 のパ テ ン トは二 次 元 コー ドに 限定 せ ず 、 も

っ と広 範 囲 で 取 得 して い る ことが 多 いの で 、 そ れ を全 て放 棄 しろ と言 うの はパ ブ リッ ク ド

メ イ ンの 拡 大 解 釈 で あ る と思 う。

2.5.3AlMに お け る パ ブ リ ッ ク ドメ イ ン と して の 標 準 化

バ ー コ ー ド等 の 自動 認 識 機 器 の 工 業 会 で あ るAIM(国 際 自動 認 識 工 業 会)で は 、 バ ー

コ ー ドの 普 及 の た め に 独 自 に シ ン ボ ル 規 格 を 制 定 して い る。 こ れ がUSS(UniformStand

ardSymboDで 、 バ ー コ ー ドで はUSS-CODE39やUSS-lnterleaved20f5、USS-Codabar、

USS-CODE128の よ う な 規 格 が 登 録 さ れ て い る 。ANSI(全 米 規 格 協 会)やJISで は 、

こ の 規 格 を 基 本 に して 独 自 に 標 準 化 して い る 。

二 次 元 コ ー ドに っ い て もAIMはUSSの 規 格 化 を 進 め て き て お り、 最 初 に ス タ ッ ク型

の 二 次 元 コ ー ドCODE49とCODE16Kが1993年 に登 録 さ れ 、 続 い て1994年 にPDF417と

マ トリ ク ス 型 のCODE1が 登 録 さ れ て い る 。 そ して 、1997年 に はDataMatrixとMaxiCode

が 登 録 さ れ る 予 定 で あ る。 ま た 、QRCodeは 現 在 申請 中 で 、VeriCodeは 申 請 を 予 定 して い る 。

2.5.41SO/lECに お け る 標 準 化

国 際 規 格 で あ るISOやIECで は 、1995年6月 に 両 者 の 合 同 委 員 会 で あ るJTC

1(JointCommittee)の 総 会 で 、 バ ー コ ー ドやRF-ID、 磁 気 カ ー ド、 生 体 測 定 技 術

(バ イ オ メ ト リ ッ ク ス)等 の 自動 デ ー タ 収 集 技 術ADC(AutomaticDataCapture)に 関 す

る 委 員 会 設 立 の 提 案 が な さ れ 、SC31(SubCommittee)で 漸 くバ ー コ ー ドの 標 準 化 の 検

討 が 開 始 さ れ た 。 こ こ で は 、1997年 に バ ー コ ー ドと二 次 元 コ ー ドに つ い て 標 準 化 が 行

わ れ る 予 定 で あ る 。 現 在 、 審 議 さ れ て い る シ ン ボ ル は 、UPC/EAN、CODE39、Interleaved

20f5、CODE128で 、 二 次 元 コ ー ドは 、DataMatrix、MaxiCode、PDF417で あ る 。 そ して 、

QRCodeもUSSに 登 録 さ れ た 後 、 審 議 さ れ る予 定 で あ る 。

ま た1998年 に は 、 ア プ リケ ー シ ョ ン規 格 と して デ ー〒夕 と ア プ リケ ー シ ョ ン識 別 子 や

大 容 量 デ ー タ キ ャ リア 使 用 時 の デ ー タ 構 文 に っ い て も標 準 化 さ れ る 予 定 で あ る 。

こ こで 標 準 化 され る シ ン ボ ル は 、 広 く世 界 的 に 使 用 さ れ て い る シ ン ボ ル や 今 後 、 世 界 的

に 普 及 さ れ る こ とが 確 実 な シ ン ボ ル で 、 技 術 的 な 問 題 が な く、 更 に 誰 で も 自 由 に 使 用 で き

る シ ン ボ ル が 条 件 と な っ て い る。

2.5.5入 出荷 明 細書 、EDlデ ー タ付 現 品 ラベ ル に お け る標 準 化

二 次 元 コー ドの用 途 の一 つ は 、 物 と情 報 の一 体 化 で あ る。 デ ー タ ベ ー スが な い場 所 や 事

前 の 入 荷 情 報 が な い場 合 で も、 そ の 品 物 を 的確 に知 るため に は、 そ の 品物 の情 報 が 伝 票 や

現 品 ラベ ル に 印刷 され て い る こ とが 望 ま しい。 したが って 、 入 出荷 明細 書 やEDIメ ー セ
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ッー ジを 入 れ た現 品 ラベ ル の用 途 に 、二 次 元 コ ー ドは使 用 され て い る。

この 用 途 で は、 出来 る限 り多 くの情 報 を シ ンボ ル化 した い、現 在 使 用 され て い る多 くの

バ ー コー ドとの共 存 を 図 りた い 、遠 隔読 取 等 の 高 い操 作 性 が 欲 しい等 の 要求 が あ る。 これ

を簡 単 に満 足 させ る シ ンボル は、PDF417で 、 この シ ンボ ル は この用 途 にお い てANSIや

AIAG(米 国 自動 車 工 業 界)、US-DOE(米 国 エ ネ ルギ ー省)、AFMA(米 国家

具 製 造 協 会)、UIG(公 共 産 業 グル ー プ)、TCIF(米 国 通 信産 業 情 報 協 議 会)等 で

標 準 化 され て い る。

2.5.6部 品管 理 に お け る標 準 化

電 子 部 品 や機 械 部 品 、半 導 体 等 の 小 物 品 の識 別 は従 来 の型 名 識 別 の み で な く、 製 造 番 号

や ロ ッ ト番 号 の識 別 が求 め られ て 来 て い る。 これ らの 業 界 で は それ ほ ど情 報 量 は必 要 と し

な い が 、 とにか く印字 密 度 の高 い こ と、 レー ザ マ ーキ ング等 に よ りダイ レク トマ ー キ ング

が し易 い こ と等 の 要求 が あ る。

これ に適 した二 次 元 コー ドと して 、 マ トリク ス型 が 選 択 され て い る。AIAG、EIA

(米 国 電 子機 械 工 業 会)、SEMI(米 国 半 導 体 工 業 会)等 で は、DataMatrixを 標 準 化 し

て い る。

2.5.了 仕 分 け に お け る標 準 化

物 流 にお け る自動 高 速 仕 分 は昔 か らの課 題 で あ り、 バ ー コー ドにお いて は高 価 な超 高速

オ ムニ スキ ャナ に よ り漸 く実 現 させ る こ とが で きた。 しか し、 物 流 の効 率 化 の 要 求 に伴 い、

仕 分 先 情 報 の増 加 、 読 み 取 りの高 速 化 、 そ して 、 リー ダ の低 価 格 化 と言 う要 求 が 出て きて

い る。 これ に対 応 して 、 情 報 量 は そ れ程 多 く必 要 と しな いが 、 と にか く認 識 が 早 い こと、

読 み 取 り装 置が 安 価 な こ と等 を満 足 させ る二 次 元 コー ドの要 求 が あ る。

これ に対 応 した シ ンボ ル とて 、MaxiCodeやQRCode等 が あ るが、ANSIやAIAGで は

現 在 、MaxiCodeを 標 準 化 しよ うと して い る。

2.5.8カ ー ドに お け る標準 化

免 許 証 やIDカ ー ドは、 情 報 量 の 増 加 や偽 造 防止 、 低 価 格 が要 求 され る。 これ を実 現 す

る方 法 に は、ICカ ー ドと二 次 元 コ ー ドカー ドが あ る。 これ らの カ ー ドの特 徴 は、ICカ

ー ドが 、 情 報量 が 非 常 に大 き くで き る こ と、 リー ドラ イ トが で き る こと等 で あ り、 二 次元

コー ドカ ー ドは、情 報 量 は約1KBと 比 較 的 に 少 な く、 リー ドライ ト出 来 な いが 、 とに か

く安 価 で あ る と言 う こ とで あ る。

二 次 元 コー ドカ ー ドで は、 顔 写 真 を シ ンボ ル 化 す る こ と もあ る こ とか ら、 情 報 量 が 最 大

の ポ イ ン トとな るの で 、約1KBの 情 報 を 比較 的 安 価 な リー ダで読 み 取 る こ とが で き るPD

F417が 、現 在 多 く使 用 されて い る。 た とえ ば 、US-DoD(米 国国 防 総 省)は 、 兵 士 の

IDカ ー ドに採用 し、AAMVA(米 国 自動車 管 理 協 会)で は、 ニ ュー ヨー ク、 フ ロ リダ、

ア リゾナ 、 コロ ラ ド、 ペ ン シルバ ニ ア、 コネチ カ ッ ト州 で 、 運 転 免許 証 に採 用 して い る。
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ISO TC122が 提 案す る出 荷 ラベ ル 例
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2.6バ ー コー ドと二 次 元 コ ー ドの 関 係

二 次 元 コー ドは、従 来 の バ ー コ ー ドの 問 題 点 を解 決 す るた め に登 場 した と説 明 して きた

が 、 そ うな る と従 来 のバ ー コー ドは、 今 後 ど うな るか 心 配 にな る。 そ こで 、 従 来 の バ ー コ

ー ドと二 次 元 コー ドの関 係 にっ いて 説 明 す る
。

2.6.1従 来 の バ ー コー ドの利 用方 法

従 来 コ ン ピュ ー タ シス テ ム は、 デ ー タベ ー ス と、 そ れ に書 き込 み 、書 き換 え、 読 み 出 し

す るた め の タ ー ミナ ル と、 そ して デ ー タベ ー ス と ター ミナ ル を接続 す るネ ッ トワー クか ら

成 り立 って い る。 そ して 、バ ー コー ドは、 この デ ー タ ベ ー ス を早 く正確 に検 索 す る た めの

キ ー 情報 を コー ド化 した もので あ り、ID番 号 で あ る。

この シス テ ム は、 一 つ の情 報 を多 くの タ ー ミナ ル が共 通 に使 用 して い るの で、 情 報 の一

元 化 が 図 り易 いが 、 ホ ス トコ ンピ ュー タ や サ ー バ 、 ネ ッ トワー クの 障 害 に よ り、全 シス テ

ムが 停 止 した り、 ま た、 デ ー タが多 くな る と レス ポ ンス が低 下 す る と い う問題 もあ る。

2.6.2二 次 元 コー ドの 利 用 方 法

二 次 元 コー ドの利 用 方 法 は、従 来 のバ ー コー ドと同 じよ うにID番 号 と して利 用 す る場

合 と製 品 や伝 票 、 ドキ ュメ ン ト等 の 情報 全 て を 二 次 元 コー ドす る場 合 が あ る。二 次元 コー

ドをID番 号 と して利 用 す る場合 は、部 品 や 宝 石 の よ うにバ ー コー ドを印 刷 す る場 所 が少

な い場 合 で 、 この場 合 の システ ム上 の利 点 と課 題 は、 バ ー コー ドと 同 じで あ る。

一 方 、 全 て の情 報 を二 次 元 コー ドに した 場 合 、 どの 様 な コ ン ピュ ー タ システ ム に な るだ

ろ うか。 例 え ば、 現 品 ラベ ル に 印刷 され た二 次 元 コー ドを読 め ば、 メ ー カ名 、 製 品 名 、単

価 ば か りで な く、製 造 日、 製造 向上 、材 料 名 、 有 効期 限 、 ロ ッ ト番 号 等 全 て 製 品情 報 を す

ぐ知 る こ とが で き る こと にな る。 これ は 、正 に ポ ー タ ブル デ ー タベ ー スで あ る。 した が っ

て 、 大 掛 か りな ネ ッ トワ ー ク シス テ ムを必 要 とせ ず に 、 ス タ ン ドア ロ ンの パ ソ コ ンで統 合

化 され た シス テ ム を構 築 す る こ とが で き る。

この シ ステ ム で は、 コ ン ピュー タ シス テ ム が 安 価 に な る共 に、 非 常 に高 い レス ポ ンスが

実 現 す る。 そ して 、 ホ ス トコ ン ピュー タや サ ー バ 、 ネ ッ トワー クの 障 害 が あ って も、現 場

で の運 用 を継 続 す る こ とが で き るの で あ る。

2.6.3従 来 のバ ー コー ドと二 次元 コ ー ,ドの 関 係

二 次 元 コー ドの誤 り訂 正 機 能 で カバ ー で きな い程 の 大 きな 障害 が あ?た 場 合 は、 ど うな

る だ ろ うか。 製 品名 も型 名 も何 も分 か らな い こ と にな る。 この場 合 、 頼 りに な るの が デ ー

タベ ー スで あ る。 型 名 や 注 文 番号 等 のID番 号 を 入 力 す れ ば 、 その 製 品 の 内容 は全 て デ ー

タ ベ ー スか ら検 索 し、 知 る ことが で き るの で あ る。

したが って 、POSに お け るJANコ ー ドや 注 文 書 にお け る注 文 番 号 、納 品 書 にお け る

納 品番 号 、生 産 指 示 書 に お け る製 造 番号 の よ うな代 表 的 な 番号 は 、将 来 に亘 って も従 来 の

バ ー コー ドが使 用 され る と思 わ れ る。 また 、 製 造 会 社 名 や ロ ッ ト番 号 、有 効 期 限 、 数 量 、

価 格 、納 期 、顧 客 名、 納 入 先 名 、 作 業方 法 、 試 験 方 法 等 の そ れ ぞれ の付 随情 報 は、 ま とめ

て二 次元 コー ドにエ ン コー ドされ 、 バ ー コー ドと共 にマ ー キ ン グす る こ とが 望 ま しい と思

わ れ る
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第3章 二次元 コー ド利用 システム事例

3.1郵 便振替 を使 った会費 の入金処理 システム

(㈲ べ夕ーホーム協会)

3.1.1シ ステ ム 概要

シス テ ムの 導 入 時 期:平 成8年4月

(財)べ 夕 ーホ ー ム協 会 は会 員 制 の料 理 教 室 を運 営 して お り、 その 会 費 の 徴 収 や 通 信 販売

の 料金 の徴 収 に は 、郵 便 振 替 を利 用 して い る。 これ は、払 込 通 知 票 にバ ー コー ド(1次

元)を 印字 し会 員 に送 り、 入 金 され 郵 便局 を経 由 し当協 会 に返 され た払 込 通 知 票 原 票 を リ

ー ダー で読 み 込 む とい う もの で あ る。 しか し、96年1月 よ り郵 便 局 の シス テ ムが 変 更 に

な り通知 票 原 票 で は な くイ メー ジデ ー タ に よ る通知 に な って しまい、1次 元 のバ ー コー ド

は画 像 の劣 化 の た め読 み込 む こ とが で きな くな った 。 この た め 画像 の 劣化 に強 い とい われ

る デ ー タマ トリクス をバ ー コー ドの 代 わ りに使 用 す る こと に した もの で あ る。

3.1.2業 務 フ ロ ー

これ まで の し くみ

受講生
クラス受講の申し込み

払込通知票

クラスのお知らせと払込通知票

べ 夕一 ホ ー ム協 会

バ ー コー ド読 み 取 り機

原票

極 原票
貯 金事 務 セ ン ター

変更後の しくみ

⇔ クラス受講の申 し込み

払込通知票

クラスのお知 らせ と払込通知票

べ 夕 一ホ ー ム 協 会

デ ー タ マ トリ クス

読 み 取 り機

払 込 通 知 票 の
イ メ ー ジコ ピー

郵便局
イメージ読取り
端末機 イ メ ー ジ デ ー タ 伝 送

貯金 事 務 セ ンタ ー
プ リン トア ウ ト
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3.1.3シ ス テ ム 構 築 関 連 事 項

(1)ハ ー ドウ エ ア

デ汐 マトリクス生 成 側 ホス}コ ンピュータ SparcServerMP630 SunMicroSystems

プ リンタ B406G2 キャノン株式会社

データマ1リクス読 取 側 ボス}コ ンピュータ SparcStationIPC SunMicroSystems

ス キ ャ ナ TECMR-200-00 株式会社テ ック

シー1リ ーダ R7400 株 式 会社 フ ェニ ッ クス

(2)ソ フ トウ ェ ア

生成 ・読取共 データマトリクス 既製品 伊 藤忠 エ レ ク トロニ ク ス株式 会 社

アリンタードライバ 自社開発 有 限会 社 エ ル ア イ コー ポ レー シ ョン

(3)二 次 元 コ ー ド(デ ー タ マ ト リ ク ス)

セ ル サ イ ズ 15mm×15mm

誤 り訂 正 レベ ル(ECC) 8

フ ォ ー マ ッ ト番 号 3

イ メ ー ジ 0(正)

Row&Clam 0

(4)サ ンプ ル 帳票

払 込 取 扱 票
通常払込料金
加 入 者 負 担

1
し二'

02 東京

,L・ト極`川 〔詰 め に こ 記 入 くだ さ い) 金

額

「・:百 i・'ノ ∫:「; 百:十:円
l

oioiligiO
.1.1

= 4 =
:

i2iO
l.

i・

112i6
:1

蚕1

:

11 i:
¥i工5180iO

加
入
音
名
財団法人ベターホーム協会

料

金

特殊

∬(情

払

込

人

住

所

氏

名
・

通

信

欄

■
270(oo337597)

千葉県松戸市1■■

ll細llll酬llll澗lll酬ll‖酬lll　胴llllli
*01000351414Aτ*

,。、詩 暮 池C1土 後(19!7051023172)

・u・ ㌔『'
`.

iPq.

ぽ'

様

受

付

局

、:
・印裏面の注意事項 をお読み下 さい。(郵 政省)(私 製承 認東築6584号)

記
載
事
項
を
訂
正
し
た
場
合
は
、そ
の
箇
所
に
訂
正
印
を
押
し
て
く
だ
さ
い
。

切

り
取

ら

な

い
で
郵
便

局

に
お

出
し

く
だ

さ

い
。

払込票兼受領証 ●

口

座

番

号

:・ll

OiOiligiO=■4rぼ1用 人
'`1

通女払込

折 価 川

行詰 めに ご記入 くだ さい
1,

i2iO
`1

'1

1i2i6
1.

川・
へ

音

名～

財 団法人

ベ ター ホ ーム協 会

金

額

干・1σ レ;万:・ τ・ 百;十1円
硲 ・

i
1;

¥■i5
``

l

l,

8iOiO
■.

払
込
人
住
所
氏
名

瑠 購 。熾h…`お ∫
-

1■ ■ ■ ■ 様

美暮池Cl土 後(lgg7051023172

l

j

'.nl↓ 民rS亀 ・

円

受{寸 局 目 附 印

特
殊

取

扱
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3.1.4導 入 効 果 と問 題 点

(1)導 入 に当 た って

本 来 、 デ ー タ マ トリクス はバ ー コー ドに比 べ相 当 大 きな デ ー タを 小 さ い面積 に格

納 す る ことが で き、 デ ー タを や り と りす る上 で 大 きな 力 を発 揮 す るの だ が 、 本 シ ス

テ ムで は、 専 らデ ー タマ トリクス の画 像 の劣 化 に強 い とい う特 性 の み を取 り上 げ 、

デ ー タベ ー ス等 完 成 されて い る他 の部 分 に は ま っ た く手 をふ れず 、1次 元 の バ ー コ

ー ドを2次 元 の デ ー タマ トリクス に変 更 す るだ け に と どめ る こ とに した。 この た め、

費用 的 に も時 間 的 に も導 入 は大 変 スム ー ズ だ った。

(2)問 題点

バ ー コー ドは既 に広 く使 用 されて い るた め 、 自動 読 み取 りに使 用 す るバ ー コー ド

用 シー トリー ダ も多 くの メー カーか ら製 品 化 され 性 能 の よ い もの もた くさん 存 在 す

る。 当 時 、 デ ー タ マ トリク ス は一 般 的 で はな か った た め 、 それ まで バ ー コ ー ドリー

ダ に使 用 して い た製 品(R-7100H株 式 会 社 フ ェニ ッ クス製)と 同 レベ ル の

デ 一 夕マ トリクス シー トリー ダ は製 品 化 され て お らず 、 特注 を しな け れ ば な らなか

った。

(3)デ 一 夕 マ トリクス シー トリー ダ

既 設 の バ ー コー ド用 シー トリー ダ(R-7100H)は 回転 速 度 を早 くす る た め

に ス キ ャナ部 を 筐体 内部 に も って お り、 デ ー タマ トリクス用 の ス キ ャナ を取 り付 け

る こ とは で きな か っ た。 この た あ、 や む を得 ず回 転 速 度 は遅 い が ス キ ャナ部 の上 部

に開 口部 の多 いR-7400を 使 用 し、 ハ ンデ ィス キ ャナ(TECMR-200-OO)を 取

り付 け た 。
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3.2二 次 元 コー ド値 札 を利 用 したPOSシ ス テム

(㈱ メ ガ ネ の相 沢)

3.2.1現 状 の 問題 点

(1)商 品 の在 庫 管 理 を お こな った こ とが な か った 。

(2)JANコ ー ドが ソー スマ ーキ ング され て い る商 品が 少 な い。

(3)約9万 種 の商 品 群 を一 次 元 バ ー コー ドで 管理 す る ことが 、非 現 実 的 で あ った。

(4)値 札 は、 主 に メ ガ ネ フ レー ム にっ け るた め 、可 能 な限 り小 さ く した か った。

(5)た だ し、 業 務 上 、 価格 文 字 は大 き く した か った。

3.2.2シ ス テム 概 要(シ ス テ ム 概 要 図)

シ ステ ムの 導 入 時 期:平 成8年4月

(1)商 品本 部 で 、 仕 入 れ た 商 品 に二 次 元 コー ドを 印刷 した値 札 を っ け る。

(2)JANコ ー ドが ソー ス マ ー キ ング され て い る商 品 は、二 次 元 コー ドを利 用 せ ず に 、

ソー ス マ ーキ ング(一 次 元 バ ー コ ー ド)を その ま ま利 用 し、 商 品 を管 理 す る。

(3)コ ー ドの スキ ャニ ン グに は、 二 次 元 コ ー ドと一 次元 バ ー コー ドの両 方 を 操 作 可 能 な 、

ハ ンデ ィス キ ャナ を利 用 す る。

(4)商 品 本部 のハ ンデ ィス キ ャナ は、 ク ラ イ ア ン トPCに 接 続 して い る。

(5)営 業店 舗 のハ ンデ ィス キ ャナ は、POSレ ジ ス ター に接 続 して い る。

(6)営 業店 舗 で発 生 した デ ー タ は、 一 般 公 衆 回線 を介 して 、POS情 報 と一 緒 に 夜 間一

括 して 、 商品 本 部 の サ ーバ に集 信 す る。

(7)コ ー ドを ス キ ャ ンす るの は、 商 品 が 移 動 す る と きで あ り、主 に次 の 時 で あ る。

①

②

③

④

(8)シ ス テム 概要 図 を 図3.

商 品 を営 業 店 舗 へ 出庫 す る と き。

商品 を販 売 した と き。

商品 を 別 の 営 業店 舗 、 商 品 本部 へ 出庫 す る とき。

商 品 を 入庫 す る と き。

2-1に 示 す 。

一

。

ロ

す

フ

示

務

に

業

2

つ
」

り
乙

り
乙

り
」

・

図

3
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各店舗

①

仕

デ タ'

支払

④

仕 入 デ ータ

入 力

型

商品M/在 庫M/買 掛M/帳 合先M

テ㌔タ抽 出

†
口

・出 庫 伝 票

・フ●ライスカート'

・仕 入 チェック`以ト

・返 品 伝 票

アライスかド

再発行

'

合先M

→ヒラ伽'
＼

出

↓

抽

デ

作表

(随時、月次)

'、

在庫問合せ て

＼ ノ

在庫M

＼ ノ

→ 在庫問合せ →//一1〕
■

商品M!買 掛M/仕 入先M

>(仕 入離 移テープ'ル

・仕入買掛関係帳票

・経費関係帳票

仕入

払い

テ 一

緒求テ㌔タ

確認

支払一覧表

未請求

買掛M

支 払テ㌔ タ

入 力

未蹟求高

更新

作表

請求不一致

用度締め

処理

胡求締め

処理

ー

N
ω
ー

破損入力一
損

↓

破

デ

POS

テ.一夕チェック

損

↓

破

デ

出庫入力 入 出 庫
一㌔ タ

作表

破損一覧表

入 出 庫

テ㌔ タ

破 損デ ータ

入 力

在庫更新 在1ぷM

破損伝票

出庫 テ㌔ タ

入 力

出庫伝票

売上/商 品M/従 東 員M

口
破損 確 定

入力 売上ノ商品M/従 藁員M

入庫入力

棚卸入力 卸

↓

棚

デ

売上入力 上売

,一φ一ア

④ 入

商品M/在 庫M

口

入tllPl
'Tス ト

入庫 テ㌔ タ

入 力

ーデ庫 在庫M

商品M!在 庫M

匂
①
②

作表 在庫受払表

卸

↓

棚

デ

受 払 テ㌔ タ一 覧 表

合
作表

②

棚卸テ㌔タ

入力
在庫M/商 品M

コンピュータ在 庫

確 定処 理

作表

卸差異表

在廊ほ越処理

(月次r蹴次)

卸

↓

棚

デ

売 上 更

新テ㌔タ

実棚規整

入力

・不良品 一 覧表

・棚 卸記 入 表

上

↓

売

デ

売上更新 作表

・入出庫 テ㌔ タ

・在庫M

/

・商品分類別売上集計表(店 舗別、全店)
・店舗別発注一覧表 作表

棚卸一覧表

図
W
・
N
－
戸

∨
×
ザ
ト
薄

糟
図



取引先

ー

ぱ

ー

本 部

＼

仕 入

返

支 払

同 一

園 一←

'仕 入 菅 垣

・臥λカ ・臥 賠 良 ・{臥8髄

・口R・{駄 目髄 ・欝気蹟

・{杁チェック ・{杁類 良 ・囲劫

・㎜ ・鎚a註fi

→

囲當

商 品 情 報 管 理

・醍盟

・甑願 行

・醜台目

高 畠 情 報 分 析

・醍㎜ ・蝕丘Mua

・ブ ランド㎜ ・価肺臓`

・醍瞬 一覧 ・店盤温一覧

実績 一タ

マ ス タ 管 理

買 掛 金 管 理

・甜 マス妨 メンけンス

顧る
o

闇

・績 蜘

・8肋上劫

・8買稲置

・霜 掌一覧

・`ω、i8予定一覧

・口鯛別 訴一覧

・払 子簸

・支8劫

・‖入鼎

・買肚脇 一覧

在 庫 管 理

⇔各シ万 ムと遡

品 データ

同 一

顧 客 管 理

・5綿杁力 ・D畦行

・薗額 合e・ ポ ィン}日

・8稲紛`
楓、上肢ロ

ポィント朋姐

脂鰭8

集 配 信 管 理

・懸 、置λ、磁 、砿 餌 傭o"
・醜 』8髄o配2

・酷 甑臨

店舗

仕入管理

高畠郎

出庫管理

・顕λカ

・顕伝獣 行

高畠部

返品管理

一 般 会 計

*弊 社パ ッケー ジ

(AG団Tll|一 飴‖システム)

世 →

飯 尭 管 理

*機 能強化

高 畠 熱 管 理

*機 能強化

OCR

売上

店 舗

納品書 出庫 返品 商品券

仕 入

販 売 管 理

・M日量 ・B甦登且

・憂目登fi・自性 量目

・頬入合 ・甦 鎚

集 配 信 管 理

・懸 、8入遵損、路、簡 閲の£曇
・醜 ぷ 朋胃の期

・目鯉 鯉8

商品・顧客管理

・聯 爬 ±

・ホ.イン1・8寵会

・ポ ィン}レボ ー}

・仕λλカ

・脚 λカ

・誕 撒

・ellh

・鎚 λカ

・超 正鵠行
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ω

●
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3.2.4シ ス テ ム 構 築 関 連 事 項

(1)サ ン プ ル ラ ベ ル

値 札 の サ ン プ ル を サ ン プ ル3.2-3に 示 す 。

な お 、 コ ー ドフ ォ ー マ ッ トは 一 定 で あ るが 、 キ ャ ラ ク タ の 印 字 を 部 門 ご と に 変 え て

お り、3種 類 で 流 通 して い る 。

① パ タ ー ンA.プ ロ パ ー フ レ ー ム,サ ング ラ ス,補 聴 器 光 学 器

② パ タ ー ンB.メ ガ ネ レ ン ズ,完 成 品 メ ガ ネ,コ ン タ ク ト レ ンズ,メ ガ ネ ケ ア 用 品

③ パ タ ー ンC.セ ッ トメ ガ ネ 用 フ レ ー ム

サ ンプル3.2-3サ ンプル ラベル

パ ター ン 値札表面 値札裏面

A

o

イプ サンローラン

¥19,800

2119830000123部 門1110

蒜 一 難

B な し

2219960002735部 門2000

1酬 ㌃'"灘
,

C なし

2119960040105部 門1040

(↑li遷 羅

ラベル1枚 の大 き さ==15㎜ ×45㎜
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(2)デ ー タ項 目

表3.2-4に 示 す 。

表3.2-4デ ー タ項 目

項 目名 属性 桁数

商品 コー ド 9 13 サイ ン(2)十 最初年(4)十 連番(6)十CD(1)

商品名 N 16

価格 9 7

部 門 コー ド 9 4

商品略号 X 31
'

ブ ラン ドコー ド十品番+サ イ ズ 十カ ラー

仕入年 9 4

FILLER X 9

3.2.5導 入効 果

(1)商 品 の 論理 在 庫 が 常 に わ か る よ うにな った 。

(2)実 地 棚 卸 を容 易 に 出来 るよ う にな った 。

(3)POSレ ジス タか ら出 力 され る レシー トに、 お 買 い あ げ商 品名 を 明示 で き るよ うに

な った 。

3.2.6問 題 点

(1)ハ ー ド

① ス キ ャナ に不 満 が あ る。

二次 元 コー ドを認 識 す る速 度 が遅 い(3～8秒)。

ス キ ャナの 読 み取 り口の 幅 が 、 一 次 元バ ー コー ドの 標 準 サ イズ の 幅 と大 差 が な

い た め、 正 確 に操 作 しな い とス キ ャニ ングで きな い こ とが あ る。

② 全 ての 商 品 マ ス タを全 て のPOSレ ジス タ に配 信 す る必 要 が な く便 利 で あ るが 、

売 価 変 更 の 際 に は、 該 当 商 品 の 値 札(二 次 元 コ ー ド)を 間 違 わ ず に交 換 す る必 要

が あ る。

(2)標 準 化

メガ ネ業 界 の 持 つ 特徴 の一 つ と して 、 商 品 を販 売 す る他 の 業 態 と比 較 す る と、 医

療 機 関 同 様 に(お 客 様 の)個 人 情 報(身 体 や健 康 に係 わ る プ ラ イバ シー)保 護 の必

要 性 が あ るの か も しれ な い。 そ の た め 、 ス ーパ ーや デパ ー トに 見 られ るよ うな標 準

化 が 難 しい と考 え られ る。
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3.3製 造 業 にお け る購 買管 理 シス テム

(㈱ デ ンソ ー)

3.3.1現 状 の 問題 点

商 品 の受 注管 理 に お い て 、注 文 書 の 内容 を 、 コ ン ピュー タ に キ ー ボ ー ド入 力 す る場 合 、

入 力 時 間 が か か る と と もに 、入 力誤 りによ る訂 正 処 理 が 、 度 々発 生 して い た。

(パ ソ コ ンに入 力 され る項 目 も必 要 最 低 限の項 目に 限定 され る)

そ こで 、 当社 に お い て は取 引先 にお け る注 文 デ ー タ の入 力 作 業 の効 率 化 と質 向 上 を 目的 に

注 文 書 へ のQRコ ー ドの活 用 を検 討 し、 さ らに取 引先 で の 各 種 管 理 業 務 に も利 用 可 能 な 仕

組 み を 提 案 した。

注 文 書 に記 載 され るデ ー タは通 常 の バ ー コー ドで は表 現 しきれ ず 、QRコ ー ドの 「大 容

量 デ ー タが小 さな ス ペ ー ス に表 現 可 能 」 であ る特 徴 を最 大 限 に活 用 した。

(今 回QRコ ー ドで は伝 票 に記 載 され て い る9割 の項 目を コ ー ド化 した)

3.3.2シ ステ ム概 要(シ ス テム 概要 図)

シス テ ム の導 入 時 期:平 成8年9月

(1)デ ンソー が取 引先 に発 行 す る注 文書 に、注 文 デ ー タをQRコ ー ド化 して 印 刷 す る。

(2)取 引先 は受 注 処 理(自 社 の コ ン ピュー タへ の 受 注情 報 入 力)時 にQRコ ー ドを読 ま

せ る。

(3)同 じコー ドを、 取 引先 の 在 庫 管理 、 出荷 管 理 、 債権 管 理 に も利 用 す る。

(4)図3.3-1に シス テ ム概 要 図 を示 す。
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3.3.3業 務 フ ロ ー

図3.3-2に 業 務 フ ロ ー を 示 す 。

図3.3-2業 務 フ ロ ー
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3.3.4シ ステム 構 築 関連 事 項

(1)デ ー タ項 目

実 際 にQRコ ー ドで表 され るデ ー タ項 目を 表3. 3-3に 示 す 。

表3.3-3SIPS伝 票 デ ー タ 項 目

項目名1属 性桁数1

注文番号 半 角8バ イ ト:X(8) 12345678

単位 半 角2バ イ ト:X(2) 01

納期 半 角8バ イ ト:X(8) 19990101

依頼部署メール番号 半角4バ イ トX(4) 1170

注文数量 半 角10バ イ ト:X(10) 999999,999

注文単価 半 角14バ イ ト:X(14) 99999999999.99

納 入 場所 コー ド 半 角2バ イ ト:X(2) XX

仕入先コー ド 半 角4バ イ ト:X(4) XXXX

協定品コー ド 半 角10バ イ ト:X(10) XXXXXXXXXX

MATIX品 番 半 角11バ イ ト:X(11) XXXXXXXXXXX

型式 半 角55バ イ ト:X(55) オ ー ルX

税率 半角1バ イ ト:X(D X

工事 半 角8バ イ ト:X(8) XXXXXXXX

購買部署メール番号 半 角4バ イ ト:X(4) XXXX

購買係 コー ド 半 角2バ イ ト:X(2) XX

担 当 コ ー ド 半 角2バ イ ト:X(2) XX

内線 半 角10バ イ ト:X(10) 1234-567890

ダイヤ ル イ ン 半 角12バ イ ト:X(12) 123-456-7890

品名 全 角60バ イ ト:X(60) オールX

メ ー カ名 全 角20バ イ ト:X(20) オールX

納入場所名 全 角30バ イ ト:X(30) オールX

購買担当課 全 角16バ イ ト:X(16) オールX

担当者名 全 角10バ イ ト:X(10) オールX

依頼部署名 全 角16バ イ ト:X(16) オールX

担当者名 全 角10バ イ ト:X(10) オールX

コー ド例

(2)サ ンプ ル帳 票

注 文 書 の サ ンプル を図3.3-4に 示 す 。

納 品 書 に1次 元 バ ー コー ドが 印刷 され て い るが 、 これ は デ ン ソー に お け る検 収 時 に

注 文 書 の 内容 を ホ ス トコ ン ピ ュー タの デ ー タベ ー ス か ら呼 び 出す た め に使 用 す る。
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3.3.5導 入 効 果

QRコ ー ドを利 用 す る事 に よ り

(1)受 注 デ ー タの入 力 工 数 の大 幅 な 削 減 と入 力 デ ー タの飛 躍 的 質 向上 を は か る こ とが で

きた 。

月 当 りデ ンソーか ら1000件 受 注 す る仕 入 先 で 、 キ ー ボ ー ド入 力す る項 目を25

と した 場 合 、通 常 、 入 力 時 間17～50時 間+入 力 ミスの 訂 正 時 間 を要 して い たが 、

30～60分 に短 縮 で き、入 力 ミスの訂 正 時 間 はゼ ロにな った 。

(伝 票1枚 当 た りのQRコ ー ド読 取処 理 時 間 は2～4秒 弱)

(2)受 注 処 理 で 積 み上 げ たデ ー タ は在 庫 管理 、 出荷 管 理 、債 権 管 理 の処 理 に も活用 で き、

それ ぞ れ の 業務 に お いて も、 業 務 効 率 化 と質 向 上 が はか られ た。
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3.4文 具製造業 にお ける共 同物流 システム

(細全 日本 文具協 会)

文 具 紙 製 品 業 界 で は、 近 年 、 情 報 イ ン フラ と して の業 界VANが 急 速 に普 及 し、従 来 の

囲 い込 み を狙 い と した 垂 直VANに か わ り、 製造 、卸 、 小 売 を 包括 した完 全 水平VANが

定着 しつ つ あ る。

これ まで情 報 ネ ッ トワ ー クの 整備 は同 業他 社 との 差別 化 の た めの道 具 で あ った が 、 イ ン

タ ーネ ッ トの普 及 な どで わ か る通 り、 個 別企 業 の ネ ッ トワー ク化 に よ る垂 直 型 の 囲 い込 み

競 争 で はな く、共 通 の ネ ッ トワ ー ク基 盤 を どの よ うに活 用 す るか に焦 点 が変 化 して い る。

製 造 業 に と って 物 流 シス テ ム も前 記 と同様 に、 同 業他 社 との差 別 化 の手 段 とい う視 点 か

ら、 共 通 の 基盤 と して い か に効 率 化 す るか が これ か らの課 題 とな りっ っ あ る。

産 業 情 報 化推 進 セ ンタ ー に よ る物 流EDIの 標 準 化推 進 活 動 に も見 られ るよ うに、 少 な

くと も業 界 内 の共 通 基 盤 と して 物 流 企 業 を 含 め た物 流 シス テ ム全 体 の 標準 化 を進 め る こと、

効 率 化 を はか る こ とが 重 要 な ポ イ ン トとな る。

本 シ ス テム で は、EDI標 準 と して 試 験 的 にEDIFACTを 、 荷 主 、物 流 企 業 及 び荷

受 企 業 間の 容 易 な デ ー タ交 換 を 可 能 にす るた め の大 容量 デ ー タキ ャ リア と して 、 二 次 元

(QR)コ ー ドを採 用 して い る。

特 に、 二 次 元 コー ドを利 用 す る こ とで 、 利用 企 業 間で 整 合性 の あ る共通 デ ー タベ ー ス を

維 持 、 運 営 す る必 要 が な くな り、 利 用 企 業 の シス テ ム構 築 が短 期 間、 ロー コス トで 行 え る

よ うに な る。

3.4.1現 状の問題点

(1)荷 主企業での問題

① 方面別 に物 流企 業を利用する場合、内容が殆ど同 じにもかかわらす、送 り状の様

式が少 しづっ異な り、物流企業毎に作成する必要がある。

② 送 り状、伝票類のハ ン ドリングに多 くの時間と手間がかかる。

③EDIの 標 準 フォーマ ッ トが な く、物流企業毎に異なる手順、フォーマ ットで伝

送する必要がある。

C2)物 流企業での問題

①EDI標 準 フォー マ ッ トが な く、荷主企業に合わせ個別システムを構築する必要

がある。

② 荷札の様式が荷主企業毎にバラバラであり、作業の標準化、単純化ができない。

③ 事前に荷物量がわか らず、迅速に増便等の手配がで きない。

④ 荷物と、納品書等の伝票類の両方を常に一致 させてお く必要がある。

⑤ 方面仕分けは、仕分けコー ドの手書き、手入力で行 っている。

(3)荷 受企業の問題

① 荷主が委託す る多数の物流業者がバラバラに配達に来る。

② 荷札の様式が荷主企業毎にバラバラであり、作業の標準化、単純化ができない。

③ 事前にどの荷物が来るか分からず、荷受後の作業準備等ができない。
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(4)全 体

① いず れ の段 階 で も荷 物 の 照 合(個 数 、受 領 、 配 達 確 認)に 手 間 が 掛 か り、 目視 と

手 作 業 で は正 確 性 に も限 度 が あ る。

② 二 次 元 コー ドの 適 用

以 下 の 表 に示 す 要 件 か らペ ー パ ー レス物 流EDIで は、 デ ー タキ ャ リア と してQRコ ー

ドを 採 用 す る こ と と した 。

求められる要件 QRコ ー ドの 特 性

荷物に貼りつけて使用するので汚れ 誤 り検 出 、 訂 正 能 力 が あ り、 コー ドシ
な どに強 い こ と ンボルの最大30%の 面積が汚れ又 は

物 破損 していて も元データを復元

流
高速仕分けを行う為に読み取 りが高 50～60桁 の デ ー タ を 約32ミ リ秒

の

要

速で行えること で読み取 り可能(1秒 で約30個)

荷札は手作業で貼 ることを想定 して バ ー コ ー ドよ うな 方 向 性 が な く、36

件 い るので 、 荷 札 を 貼 る位 置 、 向 きな 0度 いずれの方向で も読み取 り可能
どの誤差の範囲が大きく取れること

デ ー タ容 量 が 大 きい こ と 印刷精度、誤 り訂正率によるが最大で
情 2000桁 程 度 まで の デ ー タ化 が 可 能
報
の

要 十分な信頼性があること 読 み 取 りデ ー タの 誤 り率 は、 通 常 の1
件 次 元 バ ー コ ー ドに比 較 し、1/10以

経 印刷 ・読み取 りに汎用機器が使用で ペ ン或 い は タ ッチ 式 ス キ ャナで は、 通
き、 かっ 安価 で あ る こ と 常 の バ ー コー ド用 の1～2割 り高 程 度

済
ラベ ル 印 刷 で は、 一 部 の汎 用 ラベ ル プ

性 リンタ ー が 標 準 で 実 装

3.4.2シ ス テム概 要(シ ス テ ム 概 要 図)

シス テ ム の導 入 時期:平 成9年2月(実 験 中)

本 シス テ ム は、 業界 全 体 の 物 流 イ ン フ ラの 整備 を 目 的 に 、 文 具紙 製 品製 造 企 業20社 と

物 流 企 業が 参 加 し、新 規 に構 築 した 物 流EDIシ ス テ ム で あ る。

ペ ーパ ー物 流EDIシ ス テ ムで は 、 荷 札 情報 の デ ー タ キ ャ リア と して二 次 元 コー ド(Q

Rコ ー ド)を 、 二 次元 コ ー ドで 表 示 され るデ ー タ の フ ォー マ ッ トにEDIFACT(国 際

EDI標 準)を 使用 して い る。

本 内容 は、 実 際 に稼 働 して い る事 例 で は な く、実 証 実 験 中 の事 例 で あ る。

シス テ ム概 要 図 を図3.4-1、 荷 札 印刷 サ ブ シス テ ム を 図3 .4-2、 仕 分 サ ブ シス

テ ム を図3.4-3に そ れ ぞ れ 示 す 。
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図3.4-1シ ス テ ム 概 要 図
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発 店

荷札読取 ・仕分

▲
1

EDIFACT

ホス ト

集 酉己信 ・蓄1積

書品納

民事主目

↓

↓一

着 店

納 品書 印刷

酉己達 票E[JEIIiJ

●

タ ー ミナル

▲

方面仕分

物流企業(集 荷拠点7ヶ 所、ター ミナル1ヶ 所、配達拠点!4ヶ 所)

※ 網掛け部分は、将来の想定
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図3.4-2荷 札印刷 サブ システム

(ハー ドウエア)

荷主企業LANor荷 札印刷用RS-232Cラ ベル 二次元 コー ド付

ホス ト オンライン パ ソコン プ リンター 荷札(QRコ ー ト

(EDIFACT変 換)

・荷札印刷用パ ソコンWindows95又 はNT(DOS/V)

・ラベルプ リンター サ トーMR -410(二 次元QRコ ー ド印刷機能を持つ もの)

(荷 札印刷PCの ソフ トウェア)

・使用言語CS-CONCEPT及 びVisuaIBasic ・又 はC

・機能構成

荷札 印刷 テ㌧タ受取 テ㌧タ受信 ホス トか ら出荷テ㌧タを受信する

受信管理

テ㌧タ編集 個数入力 荷札を必要枚数 印刷す るための宛

先毎の総個数を入力す る

テ㌧タ修正

新規テ㌧タ作成

荷札 印刷 印刷テ㌧タ作成 文字印刷用 と二次元 コー ド用のテ㌧

タを作成す る

印刷テ"一夕送信EDIFACT形 式への変換を行 う

環境設定 動作環境設定 ハ ー ドウェア環境の設定

荷主情報設定 荷主住所な どを設定
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図3.4-3仕 分 サ ブ シ ス テム

(設 備構成)

ロ

団 暫,,

新規開発

一 次制 御 用

コン ピュ ータ

読取 コンベア

既設設備制御

コンピュータ

物流企業

ホスト

高速 ソー ター

既設制御用

コンピュータ

→1方 面別 シ ュー ト1

(設備仕様)

・読 み取 りコ ンベ ア

・定置 式 カ メ ラ

・接続 イ ンタ ー フ ェース

100m/分(カ メ ラ設 置場 所 での 速度)

TOSHIBAIK542(全 画 素読 み 出 し)

焦 点 距 離16mm、 絞 りf8、 シ ャ ッター速度1/3000

RS232C及 びRS422

一37一



3.4.3業 務 フ ロ ー

(荷主企業)

出荷 チ ー タ

」

荷札作成

J

-
J

PM5[集 荷引渡]

]

(物 流企業発店)

↓

荷札読取

↓亙
↓

iVAN送 信i

i荷 受企業向、物流企業向)i

↓ J

PMIO 1センタ集 荷

↓

(物 流 企業 センター)

AM6

J

l荷札読取
↓晒
↓

と反手主日取読

力浮マ

」

↓

VAN受 信

(送 品情報)

(物流企業着店)
↓

納 品書 ・配達票 印刷

J

AMI2[配 達]

J

(荷 受企 業)

」-
」

1荷札読取

↓

と艮幸生日取読
クンチマ

↓

VAN受 信

(送 品情報)

※ 網掛 け部分は、将来の想定
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荷受企業向:文 紙業界標準

物流企業 向:EDIFACT

(VAN内 で変換)

二 次 元 コー ド付 統 一荷 札

(QRコ ー ド)

送 り状 は、荷主企 業ごとに共同荷送

り上を1枚 作成(日 付、総個数)

二次元 コー ドを読 み取 り、 自店内の

荷物を仕分 ける

ター ミナル(物 流企業拠点)に 荷物

を集約

コ ンベ ア上で二次元 コー ドを読み取

り、方面別に仕分ける

(定置式スキ ャナ、高速 ソ一夕ー)

読取情報 と荷主企業の送品テ㌧タによ

り、着店へ配達情報を伝送

(配達先別の情報)

配達情報より配達先別に納品書、
一括送り状を作成

一括送 り状 によ り
、総個数で受領

受領品の二次元 コー ドを読 み取 り、

検品する

読取情報 と荷主企業の送品テ㌧タによ

り、入庫情報、仕入情報等を作成



3.4.4シ ス テ ム 構 築 関 連 事 項

(1)二 次 元 コ ー ド荷 札 サ ンプル

127mm

1]Omm

97/02/04AOO50000運 輸

栃木県下都賀郡野木町野木140番 地

ゼブラ(株)野 木工場

0280-56-2!!0

様

自 由 使 用 欄

新宿区東五軒町2番9号

ゼブラ株式会社

XXXXXX-XXXXXXXXXXXX-XXXXX

35mm×35mm

二 次 元 コ ー ド

(QR)

個 数

n/n

(二 次 元 コー ドの デー タ項 目)

1.出 荷 日X(08)

2.メ ー カ コー ドX(08)

3.納 品先 電話 番号X(18)共 通 取 引先 コー ド+電 話 番号

4.JIS市 区町村 コー ドX(05)

5.シ リアル番 号X(04)同 一 出荷 日、 メー カー毎 の連 番

6.イ 回数9(04)

7.内 個 数9(04)

上 記項 目を 、EDlFACT標 準 メ ッセ ー ジの 「DESADV(入 庫 予定 デ ー タ)」 に変換 して 二 次

元(QR)コ ー ドに よ り、荷 札 を作 成す る。
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(2)デ ー タ項 目

業界標準蔵出(出 荷案内)デ ータと、荷札 ラベル及 び二次元 コー ド化する項 目の関連 を示す。

レコード 項 目名 タィフ. ラベル印刷 QRコ ード 備 考
ファイルヘッダ 最終送信先コー ド X(08) 名称のみ 物流企業名に変換して印刷
伝 票

ヘ ッダー

受 注企業 コー ド

支店 コー ド

9(06)

9(02) △

X(08)

○

荷主企業の識別に使用

納入先(発 注)企 業 コー ド

支店 コー ド

9(06)

9(02) △

X(18)

○

物流EDIに 合わせ、

]8桁 で表示

荷受企業の識別 に使用直送先 コー ド X(10)

取引区分、発注番号、伝票番号

伝票 区分 など

明細1 伝票日 9(06) ○ ○ 西暦のCCを 加え、8桁 表示

JAN/ITFコ ー ド X(16)

商 品品番 ・記号 X(20)

標準小売価格、数量、単価など

明細2 商品名称 N(20)

分類 コー ドなど

トレーラ1 直送(納 入)先 電話番号 X(12) ○

直送(納 入)先 名称 N(20) ○

適用など

トレーラ2 地 区 コー ド 9(05) △ ○ 自動仕分けに使用

直送(納 入)先 郵便番号 X(08) ○

直送(納 入)先 住所1 N(20) ○

直送(納 入)先 住所2 N(20) ○

トレーラ3 帳合先企業 コー ド 9(06)

支店 コー ド 9(02)

帳合先名称 N(20)

ラベ ル印刷

で 作成'

総個数 9(04) ○ ○ 受領確認に使用

出荷 日+荷 札番号で

伝送データとマッチング

内個数 9(04) ○ ○

荷札番号 X(04) ○ ○

己
△は改 元コー ドが読めない 」

場合の手入力用に表示

↓
物流企業伝送用

データ

伝票発行、運賃請求用

VAN経 由で

荷主→物流企業 に

伝送す る

出荷梱包

二次元コー ド情報

受領確認、 自動仕分

物流企業にて

読み取り
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3.4.5導 入 効 果

(1)荷 主 企 業 の効 果

従来手順

(事 務所作業)(現 場作業)

荷札印刷

出荷品梱包

送り状印刷

(出 荷 先 ご とに1

納品書印刷

荷物に貼付

五
送 り状 ごとに荷渡 し確認

ペ ー パ ー 物 流EDIシ ス テ ム

出荷品梱包

荷札印刷

送 り状印刷

(物 流企業 ごとに

二 次元 コー ド

付 の荷札貼付

遍
総個数で荷渡 し確認

① 現 場 作 業 は、 出 荷 梱 包 作成 と二 次 元 コー ド付 の 荷札 貼 りの み に集 中 す れ ば よ く、

従 来 の 伝 票類(送 り状 、納 品書 な ど)の ハ ン ドリ ング作 業 は不 要 に な る。

この 結 果 、 事 務 作 業 の 省 力化 の み な らず 、 出 荷指 示 か ら荷渡 しまで の 時 間 短 縮

が 可 能 とな る。

(2)物 流 企 業 の 効 果

物 流 企 業 で は次 の よ うな効 果 が推 定 され る。

① 荷 物 引 き取 り時 の 着 店 コー ドの記 入 作 業 が不 要 にな る。

(集 荷 便 の ドラ イバ ーが 引 き取 り時 に宛 先 を 見 て 荷物 ひ とつ ず つ に記 入 して い る)

送 り状1枚 ご と に確 認 して い た、 引 き取 り時 の 個 数 確認 が 総 個数 のみ で 行 え る。

②EDIで の デ ー タ伝 送 と二 次元 コー ド情報 に よ り、 人海 戦 術 で 行 って い た集 荷 拠

点 で の送 り状 入 力 が 不 要 にな る。

③ 二 次 元 コ ー ドの 読 取 に よ り、 ター ミナ ル(ハ ブ)で 行 って いた方 面 仕 分 け ラ イ ン

で の着 店 コ ー ドの 手 入 力 が不 要 に な る。

④ 共 同送 り状(荷 主 企 業 → 物 流企 業)、 配達 票(物 流 企 業→ 荷 受 企業)に よ り、帳

票 類 のハ ン ドリ ングが 大 幅 に簡 素 化 され る。

(3)荷 受 企 業 の 効 果

荷 受 企 業 で は次 の よ うな効 果 が推 定 され る。

① 共 同物 流 に よ り、 多数 の物 流 業者 が 煩 雑 に 荷 降 ろ しに くる ことが な くな る。
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② 複数荷主からの荷物の受領が1回 で済む。

③ 共同出荷配達票 と納品書が物流企業の着店より、一括 して荷物と一緒に届 くので

その後の荷受作業、事務作業の標準化、簡素化が可能となる。

④ 物 と情報の整合性が高いので、誤配、個数不足等の発生が削減される。

(4)そ の他の効果

従来、手作業に頼 って いた部分を自動化することにより、省力化と時間の短縮が

可能 となっている。

省力化では、物流情報の伝達手段を統一化することで大幅な事務効率化が達成で

きる。特に、物と情報が高精度でマ ッチングすることにより物流全体の正確性が大

きく向上すること、情報伝達のス ピー ドア ップにより物流そのもののスピー ドアッ

プをはかることができ、時間の効率化を達成 している。

3.4.6問 題 点

(1)ハ ー ド

高 速 コ ンベ ア上 の 読 み取 りで は、 二 次 元 コー ドで あ る こ と に起 因 す る問題 点 は特

に発 生 して い な い。 実証 実 験 中 に発 生 した 問 題 は次 の 通 りで あ り、 既存 のバ ー コー

ドで の読 み取 りで 発 生す る もの と大 差 な い。

① 二 次 元 コー ドが カ メ ラの視 野 に入 らな い。(コ ンベ ア上 で 一 定 の 方 向 、位 置 が 維

持 で きな い こ とに よ る)

② 二 次 元 コー ドの 印刷 の不 良 。(ド ッ ト欠 けが原 因 、 誤 り レベ ル を 上 げ る こ とで 解

消)

(2)標 準 化

標 準 化 を 進 め る上 で は、 次 の よ うな問 題 が 残 る。

① 二 次 元 コ ー ドの仕 様

一 定 の 印刷
、読 取 条件 の もとで 安 定 して 使用 す る た めの 、 印 字 精 度 、表 示 文 字

数 、 セ ル サ イズ 、誤 り訂 正 レベ ル、 読 取 環 境 な どが 規 格 化(一 般 化)さ れて い な

い。 この た め 、実 際 の使 用 に あ た って は、 試 行錯 誤 が 必 要 に な る。

② 物 流 で の 標 準化

荷 物 サ イズ 、重 量 等 が ま ち ま ちで あ るの で 、既 存 のITFコ ー ド等 を使 用 して

も同様 で あ るが 、二 次 元 コ ー ドを表 示 す る荷 札 の貼 付 位 置 や 向 き な どの標 準 化 が

難 しい。 した が って 、 二 次 元 コー ドの 読 み 取 りカ メラ の視 野 が 大 き くな れ ば、 標

準 化 の 内 容 もゆ る くな り実 用 的 に な る と思 わ れ る。

(3)そ の 他

本 シス テ ム は、 まだ 実 証 実 験 に と りか か る設 定段 階 の事 例 で あ り、 実 施 に当 た っ

て は幾 多 の 解 決 すべ き問 題 も発 生 す る と思 われ る。 しか し、 それ らの 問 題 は基 本 的

構 想 に変 更 を迫 るよ うな こ と は な く、 お お むね 解決 で き る もの と確 信 して い る。

本 事 例 は、 出荷梱 包 に貼 付 す る荷 札 に二 次 元 コー ドを使 用 し、従 来 の バ ー コー ド

等 に比 較 して 大 量 の情 報 を 表 示 す る こ とに よ り、荷 主 や物 流 及 び荷 受 企 業 の相 互 で

共 有 す るデ ー タベ ー ス を持 つ こ とな しに 、EDIが 可 能 とな る事 例 で あ る。

共 同物 流 に加 え 、通 常 のEDIシ ス テ ム と二 次 元 コー ドに よ るペ ーパ ーEDIを
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組 み合 わ せ て い る こ とが特 徴 で あ るの で 、 この 点 に留 意 して本 シス テ ムを 評 価 し参

考 に して いた だ け れ ば 幸 い で あ る。
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3.5サ ー ビスパ ー ツお よ び サ プ ライ品 の個 体 管理 シ ステ ム

(日 立 計 測 器 サ ー ビス㈱)

3.5.1現 状 の 問 題 点

当 社 は主 に 日立 製 理 化学 機 器、 医 用 機 器 、 計 測 機 器等 の メ ンテ ナ ンス業 務 、及 び これ に

付 随 す る部 品 の供 給 を して い る。

部 品 供給 につ いて は 「迅速 な部 品 供 給 体 制 の 確 立 」 を基 本 方 針 と し、 顧 客 へ の早 期 部 品

供 給 の 使命 を果 たす べ く、受 発注 シス テ ム及 び顧 客へ の部 品納 入 シス テ ムの 改善 を 図 り、

また 物 流量 の増 加 に対 応 し、機 械 化 ・配 送 サ ー ビスの 向上 等 、物 流 業 務 の合 理 化 を推 進 し

て きた 。

今 回 、入 出庫 処 理 の ス ピー ドア ッ プ化 、 部 品 出荷情 報 の タイ ム リー な提 供 、 個 々の部 品

の 来 歴 管理 等 を 目標 に、 「物 流業 務 の一 層 の システ ム化 、 合理 化 」 を推 進 テ ーマ と し、 そ

の 方 法 と してバ ー コー ドシステ ム を 導入 した。

当 社 はISO9002を 取 得 して い るが 、特 に部 品 の 品 質 管理 に つ いて は この 二 次 元 コ

ー ドに よ る シス テ ム確 立 を 目標 と して い る
。

上 記 テー マ を達 成 す る た めの 問題 点 と して下 記 の よ うな 項 目が挙 げ られ た。

(1)部 品 の在 庫 管 理 シス テム は運 用 して い るが 、 物 流 管 理 の電 子 化 が遅 れ て いた 。

具体 的 な要 求 と して は、

① 部 品 が いっ 出荷 され 、 また ど うい う配 送 方 法 で な され た の か を知 りた い。

物 が着 荷 しな い場 合 、 で ど うな って い るか を 知 りた い。

また これ らの 出荷 情報 を 端末 機 上 か ら検 索 可 能 に して ほ しい。

② 部 品 の製 造 ロ ッ トを 知 りた い。

③ 有効 期 限が あ る もの の管 理 を電 子 化 し、 品 質 管 理 を 徹底 した い。

④ 部 品 出荷 時 の 検 品 シ ステ ム を 目視 確 認 か ら電子 化 し、誤 納 の 防止 と作 業 進 捗 状 況

(ピ ッキ ング 中、 梱 包作 業 中 、宅 配 業 者 渡 し済 な ど)の 把 握 を した い。

⑤ 入 庫 処 理 作 業 にお いて は物 流倉 庫 へ 部 品 が 入 って か ら、 い ったん 所 定 の 棚 に入 れ

る。 この時 点 で 在 庫 残数 が カ ウ ン トア ップ され るの で 、棚 入 れ まで の 時 間 の 短縮

を 図 りた い。

⑥ 棚 卸 し等 、 部 品 数 量 管理 は 台帳 で 実 施 して い る。 これ等 の作 業 の効 率 化 と電 子化

を 図 りた い。

⑦ 部 品 に トラ ブル が 生 じた場 合、 該 当 ロ ッ ト製 品 の 使 用状 況 等 の チ ェ ックを した い。

⑧ 宅 配 業 者 等 へ の 最 終 梱包 の締 め切 り時 間 が 決 め られ て い る。 梱 包 個 数 の 増 加 に伴

い 、梱 包 作 業 の 効 率 を上 げ た い。

(2)取 扱 品種 が 多 くま た管 理方 法 も異 な る。

① 約15万 品 種 の 部 品 を一 次 元バ ー コー ドで 管理 す る こ と は、非 現 実 で あ る。 また

複 数 の 仕 入 先 、 メ ーカ製 品 も取 り扱 って い る為 、 部 品 の統 一 管 理 を した い。

② 部 品 の 性 格 が 多 様 で あ る。

管 理 方 法 にお いて も、湿 度 を嫌 うため の デ シケ 一 夕管 理 、 常 温 保 管 か ら冷蔵 ・

冷 凍 管 理 が必 要 な もの、 法 令 上 の 規 制 が あ る劇 毒 物 ・医薬 品等 、 パ ー ツ毎 の管

理 が 必 要 で あ る。
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(3)製 品 の 性 格 上 、 部 品 は高 性 能 ・高 品 質 品 が大 部 分 で あ り、 また 多 品 種 少 量 で あ る。

① 入 庫 レベ ルで は従 来 か ら製造 ロ ッ ト毎 の管 理 が され て い る。 管 理 品 目が 多 くな る

に 従 い手 間が か か る よ うにな って き た。

② 返 品 され た部 品 の品 質 確 認 が 困難 で あ る。部 品 毎 に品 質 管理 を実 施 した い(い つ

頃 納 入 され た部 品 なの か 、 いっ 頃作 られ た部 品 か、 どの ロ ッ トで作 られ た な の か 、

等 を 把 握 した い)。

③ そ の 他 、 欧 米 を は じめ とす る海外 取 引先 か らもバ ー コー ドをっ けて ほ しい との要

望 が で て い た 。

(4)バ ー コー ドシ ステ ム へ の取 り組 み

当社 で もか な り以前 か らバ ー コー ド採用 の検 討 を して い たが 、 上 記 の 通 り部 品 の

個 々の 管 理 を して 行 こ う との計 画 に は従 来 のバ ー コ ー ドで は容 量 が 不 足 し、 要 求 を

満 たす た め に は何 段 か にバ ー コー ドを 重 ね る方 法 しか 無 く、現 実 的 に は実 用 性 に疑

問が 有 り、 実 施 を 保 留 して い た。

こ う した な か で 、92年10月 の バ ー コー ド展 にお いて二 次元 コー ドが 何 社 か ら

発 表 され 、 当 社 の 意 図 す る シス テ ム構 築 が可 能 との 認 識 を もち 、採 用 に 向 けて の 情

報 収 集 を 開 始 した 。 この 時点 で は、 まだ 国 内 にお いて の 実用 事 例 等 が ほ とん ど無 い

に等 しい 状 況 で あ った 。

しか しPDF417コ ー ドが 当社 要 求 に一 番 近 い との 認 識 を もち 、 当年10月 に計 画 推

進 の 為 の 社 内 プ ロ ジ ェ ク トを発 足 させ 、 以後 システ ムの構 築 とバ ー ジ ョ ンア ップ に

努 め て きた 。

3.5.2シ ス テム 概 要(シ ステ ム概 要 図)

シ ステ ム の 導 入 時 期:平 成6年11月

(1)パ ー ツ毎 に貼 り付 け る部 品 ラベ ル に部 品 デ ー タ をPDF417コ ー ド化 して 印刷 す る。

(2)部 品 出 荷 作 業 に使 用 す る出 庫伝 票(出 荷 依頼 伝 票)に も各 種 デ ー タ をPDF417化 して

印刷 す る。

(3)そ の他 、 物 流 シス テ ム関 連 の シー ル にPDF417化 した デ ー タを 印刷 、 これ らを読 み 取

る こ とで 、 デ ー タの 受 け渡 しと各種 管 理 デ ー タ を得 る。

(4)全 体 に つ いて は、 図3.5-1シ ス テム概 要 図(網 掛 け部 分 は現 在 作 成 中 又 は今

後 の展 開 予 定 部 分)を 参 照 。
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図3.5-1 システム概要図
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3.5.3業 務 フ ロ ー

(1)部 品 ラベ ル作 成 ・貼 り付 け(図3.5-1パ タ ー ンAで 採 用)

① オ ンラ イ ンに よ り発 注 デ ー タ受 信

② 部 品 を 個装 梱 包 す るた め の 情 報 出 力

③ 個 装 仕 様 ラベ ル と同 時 に必 要 枚 数 を 出 力

④ 個 装 仕 様 ラベ ル に従 い個 別 梱 包 。 部 品 毎 に部 品 ラ

ベ ル貼 り付 け

⑤ 梱 包 箱 又 は送 品案 内状 に個 装 ラベ ル を貼 付 して 出 荷

1出 荷 デ ー タ 作 成1

↓

1個 装仕 様 ラベ ル 出 司

↓

1部 品 ラ ベ ル 出 力1

↓

1部 品 ラベ ル 貼 り行 司

↓

1出 荷 作 当

(2)部 品 ラベ ル作 成 ・貼 り付 け(図3.5-1.パ ター ンBで 採 用)

① メー カ サ イ ドで 出荷 準 備 完 了

② 当 社 よ り提 供 した デ ー タ に よ りス タ ン ドア ロ ンで ラ

ベ ル 印刷

③ ラベ ル を貼 付 けて 出 荷

@品 出 荷 準 剰
↓

匝 品 ラ ベ ル 作 成1

↓

巨 荷 作 業1

(3)入 庫処 理

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

@品 入 剃
↓

隔 品 作 当
↓

1部 品 ラ ベ ル 出 力1

↓

1個 別 梱 包1

↓

1部 品 ラ ベ ル 貼 り 付 け1

↓

1倉 庫 内所定の場所 に格納1

↓

1入 庫 デ ー タ 入 力1

物流センター倉庫に入荷

送品案内状と現品のマッチング

部品パーツNoと 発注 ナ ンバ ー、 ラベル出力枚数等

を入力

部品ラベルと同時出力される個装ラベルに所定の個

別梱包を実施

個別個装された部品にラベルを貼 り付け

部品ラベル記載の棚番号による

送品案内状に添付の個装 ラベルの二次元コー ドを読

んで入庫データ入力(97/4以 降予定)
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(4)出 庫処理

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

⑫

1出 庫 デ ー タ 入 力1

↓

巨 庫 デ ー タ 作 成1

↓

1出 庫 デ ー タ 取 り 出 し1

↓

1出 庫 伝 票 出 力1

↓

匡 ・ キ ン グ1

↓

1検 品1

↓

1納 入 先 別 仕 司

↓

1梱 包 明 細 ラ ベ ル 作 成1

↓

垣 品 の 梱 包 を 行 う1

↓

匡 配洋運送依頼書作劇

↓

巨 荷案内用データの読込1

↓

1宅 配 業 者 へ 配 送依 剰

オ ン ラ イ ンに て営 業 ・サ ー ビス部 門 が 出庫処 理

情 報 管 理 部 ホス トコ ン ピュー タ にデ ー タ蓄 積

物 流 倉 庫 側 にて デ ー タ取 り出 し

二 次 元 バ ー コー ド付 き伝 票(別 紙*参 照)

出庫 伝 票 に従 い、 所定 の棚 か ら該 当品 目を ピ ッキ ン

グ

出庫 伝 票 と部 品 ラベ ル の二 次 元 コー ドを リー ダで読

み 取 る(有 効 期 限 切 れ の場 合 は ア ラ ー ム表 示)

出庫 伝 票 と部 品 をセ ッ トに して 保 管

出庫 伝 票 を リー ダ にて読 み取 る

出庫伝票上の二次元コー ドから顧客送付先を読みだ

し運送依頼書を作成(一 部未完成)

梱包 明細 ラベルと運送依頼書 のバーコー ド、宅配業

者特定用バーコー ドを読む
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3.5.4シ ステ ム 構 築 関 連 事 項

(1)サ ンプル ラベ ル

①

②

③

④

出庫伝票(部 品倉庫 か らパ ーツを出庫す る場合に使用する伝票)

部品 ラベ ル(個 々のパーツに貼付す るラベル)

梱包明細 ラベル(顧 客へ送付す る梱 包ケース外側 に貼付けるラベル)

個装仕様 ラベル(部 品を個装す る時の指示用ラベ ル)

　

し

セ

℃
ぺ

●

●
川

●
枇
●

●

●

}
や}

出庫伝票一
● 納 品 書 ●

出荷区分年 月 日
.「

970313

受 注 簡

1100-03047

取扱部課

エイギ ヨウトクハン

担当者

ナカイガ ワ

ご要求納期'

ll
`.

撚*潮 蠕 腰

送案・納品書セット

ー****

0862
コード

9967

お得意先ソウムフ◆

殿

コード

8888Z

ご納入先シフ・ヤク センタ・カ⑨ヤ5-8-10(イ ワオヒ噛ル)

ヒタチケイソクキサーヒ⑨スKKフ ⑨ヒンフ・ソウコ 殿

ト

連簡閲
契約年月日

:;
●'

梅

」

'窮地

01

ご注文㎏ 囲㎏

440534

品名(パーツ地'仕様)マ イクロフロツヒ●口MF2-

HIS1068256HD10マ イイリ ご

数 ■

2

単価

i1500
金額90

i3000

部品 コード 本体形式 単 位

項M ご注文陶 棚商 品名(パーツ陶・仕様) 数 日 単 価

1;
Il

金 額

ll
↓1

部品コー ド 石棒形式 単 位

注)金額欄上段は消費税です。

鎌継灘 、灘
」

本 社151東 京都渋谷区千駄ケ谷5-8-10(巌 ピル)

上 記 の通 りご納 入 申 し上 げ ます 。 日立 計測器 サー ビス株式 会社 眺 東 京(03)53?g-2366(代 表)

部 品 ラベ ノい PartsNo

725-4115

filrmllil‖111101MIII雁MII川II伽
725-"t5

‖11‖IMII‖1伽ill|ll‖牌伽
ねアエ　ヲ　　

91mlnemnlmfillmmfimlilllml
725411う00

梱包明細 ラベル

BELTU

タイミング、、へ'、ルト

、酬lllllll、 糀 δ》1
代替可静く一ッ;717-2358.269-2459.

0362A梱 包明細

725-0392

J851171
636-6560
E261099-A
329606A

I
722-4013

655-1〔 〕80

810-|033

騰1111

日 立 計 測 器 サ ー ビ ス(株)

P.1/1

サンフ`ルノ1・ル{2}うミ

タンゲ貯 ンう刀'10V3A

タ"テンモータS・43G12RPM

シリンシ・クミ【5)

12PAチ ユーフ■50=]イリ1,6×7,5

CLテ"ンキヨク(デ 、ンカイシツフ噛ンセキヨウ)

シ唯(ホ'ン プ ヨウ)

プ ランジ ヤ

llll撒聯 撒 繊 撒 燃 鰍Illll

1
1
1
1
1
1

4
2

lllll
51614

個装仕様ラベル

個 装 仕 様 ラ ペ ル

作 番

パーツNo

品 名

出荷数量

払出単位
.ラペル櫨

個装仕様

BD640437

190-1015

1、レ舖oツ}{訓 ルノミ)

1頁No:00

1

2'

D301小 箱

D30

ガラス製 ・取扱注意注意

■lll職階脚b:胃相聞階紺職階制臨撚酬
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(2)デ ー タ項 目

二 次 元 デ ー タ内容 は以 下 の 通 り

Nα 項 目 名 桁数 出庫伝票 駅 売 備 考

1 バーコード 区 分 1 ◎ ◎ バ ー コー ドの 分 類 用

2 伝 票No. 4 ◎ 一 出庫伝票用連番

3 伝票作成日 6 ◎ 一

4 伝票発行年月日 6 ◎ 一

5 パ ー ツNo 12 △◎ ◎

6 棚No 6 ◎ ◎ 倉庫用格納棚番号

7 和文品名 32 ◎ ◎

8 英文品名 32 ◎ ◎

9 入庫処理日 6 一 ◎

10 商 品 アイテムコード 5 一 ◎ JANコ ー ド

11 作# 12 一 ◎ 製造工程上の管理番号

12 発注No(受 注No) 9(5) ◎ ◎ 購入先への注文No

13 項No 2 ◎ 一

14 数 量 4 △◎ ◎

15 注 文 主 コー ド 4 ◎ 一

16 送 付 先(A) 55 ◎ 一

17 顧客注文No 10 ◎ 一

18 仕 入 先 コー ド 4 一 ◎

19 ロ ッ トNo 10 一 ◎

20 その他12項 目
'105

備考欄他

△ 印 はCODE128で も表 示

(3)主 な 機 器 構 成

① 二 次 元 コ ー ド リー ダ

・PDF1000形 レ ー ザ ー ス キ ャ ナ ー

・LS4804形 レー ザ ー ス キ ャ ナ ー

② ハ ンデ 一 夕 ー ミナ ル

・DT-8500形 ハ ン デ ィ タ ー ミナ ル

1MBメ モ リー カ ー ド付 き

③ 二 次 元 コ ー ドラ ベ ル プ リ ン タ

・BLP-343形 ラ ベ ル プ リ ン タ

・KM-706B形 ラ ベ ル プ リ ン タ

④ 出 庫 伝 票 出 力 用 バ ー コ ー ドプ リ ン タ

・VP-6000形 ド ッ トイ ンパ ク トプ リ ン タ

⑤PC(サ ー バ と して 使 用)

・3010CS及 び3010DU/V他

一50一

シ ンボ ル テ ク ノロ ジー社 製

カシオ計算機(株)製

ボ ン電 気(株)製'

ア ン リツ(株)製

セ イ コー エ プ ソ ン(株)製

(株)日 立製作所製



3.5.5導 入 効 果

(1)部 品一 個毎 の 来歴 情 報管 理 が 可 能 にな った。

(2)出 荷情 報 の 提 供 が 可 能 に な った。 一 部 特 約店 に対 して も情 報 提 供 済 で あ る。

(3)検 品処 理 の 正 確 化 と ス ピー ドア ップが 図 れ た 。

(4)棚 卸 作 業 と関 連 業 務 の 省 力化 ・ス ピー ドア ップが 図 れ た。

3.5.6問 題 点 と反 省 点

(1)採 用 決 定 時 に は二 次 元 コー ドの 使 用事 例 が 少 な く、 また普 及 して い な か った た め、

将 来 性 に一 抹 の不 安 が あ った。

(2)オ ン ラ イ ン処 理 を して い るた め、 バ ー コー ド出力 の 為 の オ フ ラ イ ン処 理 の シ ステ ム

が必 要 にな った 。 この た め作 業 者 が オ ンラ イ ンとオ フ ラ イ ンの 切 り替 え を 意 識 せ ず

に使 え る シ ステ ム の 作 成 に留 意 した。

(3)二 次 元 コー ドの 大 容 量 の メ リッ トを生 か す べ く、初 期 システ ムで は デ ー タ を多 く し

た が 、 読 み 取 り時 間 が か か りす ぎた。 ル ー チ ン作 業 に お いて は0.1秒 レベ ルの 差

が 重 要 だ っ た。

(4)複 写 した二 次 元 コ ー ドが 読 め る様 な伝 票 用 紙 の選 定 が必 要 に な った た め コス トア ッ

プが あ った。

(5)二 次 元 コー ド対 応 機 器が 少 な く、 限 定 され るため コ ス トア ップ とな った。
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3.6自 動車部品調達における納品書 ・受領書 レスシステム

(ト ヨタ自動車㈱)

3.6.1現 状 の問題点

OCR納 受領書 を使用 して い るため

(1)使 用 す る納 受領書用紙が 多 い(非 再生紙 ・約300万 枚/月)

(2)工 場で のマテハ ン工数が 大(回 収 ・チ ェ ック ・揃え ・社 内便)

(3)電 算部門 での読み取 り工数 大(専 任2名 プラ ス異常対応)

(4)支 払 い不照 合の要因の多 くが納 受領書 デ ータの読み取 り ミス

(5)納 受領書保 管 コス トが大

電算部門

腿
〆読み取り工 一≒〉

書を社内便で送付

(1～

〆
、 回収 ・運 搬)

(支 払 い不照合 ノ

仕入先電算部門

売掛金処理

(5)用 紙は7年 間保管

Read 調
かんばん 納受領書発行 受領書+か んばん

+納 受領書

受領書チェック

出荷内容確認
納品書 検収

トヨタ工湯
口

出荷

仕入先工場
(1)納 入

(部品+納 受領書)
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3.6.2シ ステム概要(シ ステム概要 図)

システムの導入時期:平 成7年12月

〈考 え方>

OCR納 受領書 を廃 止す ることに よ り、先記 問題 点を解消す る。

⑤
鵡

仕入先電算部門

⑦ 受領データとして送信(1回/日)

①
便ID付 与

⑦ 繭 細発行

スキ。プ

⊇+便 明細

＼

仕入先工場

部品+便 明細

(1)① ～⑤ の機能 をかん ばん読取機 に追加

(2)便 明細 は既 存の明細書 を活用 す る

(3)明 細情 報を二次元 コー ド(QRコ ー ド)と して記載す る

(4)仕 入 先で は既存の 出荷 システ ムに ソフ ト+ハ ー ドを追 加

1回/日 送信 されて くる 「受領 デー タ」 と 咄 荷実績 」 を照 合
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3.6.3業 務 フ ロ ー

トヨタ 仕入先

納入指示 出荷一 出荷実績

納品

/
検品

・Kl

)品 質NG－ 返品
数量NG=未 納処理

▼

受領

↓

受領情報収集→レ 照合

/ト
調査調査 司トー 照合( 請求

長言▲.
べ ＼1

照合

/1 NG照合一エ ラー処 理 支 払い ・ 調査

OK
トヨ

仕入先ミス ▼▼

支払い完了 訂正

タ ミス
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(業務フロー補足説明)

現状 改善後

納入指示 主に 「かんばん」 主に 「かんばん」

出荷 かんばん持ち帰 り時に納品 ・受領 かんばん持ち帰 り時に便内容、便ID

出荷実績 書を作成 記憶、明細書発行

(前工程で作成するケース も有) 注)前 工程で発行す るためにはID共

有またはID不 要の仕組みが必要

納品 納品 ・受領書を持参 明細書を持参

検品 納品書と実物を照合 明細書と実物を照合

未納処理 100%納 入時検収 未納分用明細書を再発行し納入分検収

受領 納品 ・受領書に押印 明細書 のID(2次 元 コー ド)を

受領情報収集 納品書を工場分まとめて電算 読み、記憶内容を電算部門へ送信、

照合 部門へ送付 明細書に押印

調査 仕入先は受領書を持ち帰る 仕入先へは電算部門か ら1回/日

「受領データ」を送信。仕入先は照

合用に明細書を持ち帰る

支払い指示 電算部門へ送付された納品書 電算部門へ送信されたデータを

を1回/日 読み取 り 1ヶ 月分 まとめて支払い内容 とす

1ヶ 月分まとめて支払い内容 る

とする

マス ター照合 デー タエ ラーの要因=マ ス タ 明細書(ID部 分)の 誤 発行 ・誤読

エ ラー処理 にないデータの入力 は極めて低確率
(1)納 品書誤発行

(2)納 品書誤読

支払い 1回/月 1回/月

照合 不照合要因 この時点での不照合は発生 しない

調査 (1)期(日)ズ レ:主 に納 品書持
訂正 込み遅れ

(2)数 量違い:主 に納品書紛失
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ー

9

ー

仕入先名称 一一

御中 かんばんチケッ ト1ト ヨタ自動車■■■ 御中
納 入 日 納 入 番 号 # 仕 入 先 支給先 受入 機番 作 成 便 支給元

0イ)003★96年5月22日03便 A6620-03/05-0 0 4589-6 1000 W1 24 5月21日03便

No 背番号 品 番 収容数
`
箱数 納入数 分割納入数 完納予定 備考

1 180 68275-35010-00 12 9 108 /便

2 181 77279-35040-00 100 ` 1 100 /便

3 182 77279-35050-00 100
1

2 200 /便

4 185 23273-62030-00 30 1 30 /便

5 231 23273-75050-00 50 1 50 /便

6 234 77259-35300-00 50 1 50 /便

7 235 95337-06024-00 50 1 50 /便

聾

一
受 月

入 日

発

行

担 当 者 縫箔数 作 成 日 へ。一シ"

シイナ. 142 96年 5月 21日 13時 3/5
★100024WIA66200300★

蹴鍵

(
」
)

ヰ

×
寸

＼↑
"

λ

÷

ω

Φ

鼻

V
X
Ψ
卜
蕗
糟
瑠
侮
蝸



(2)デ ー タ項 目

便 明 細 書(か ん ばん チ ケ ッ ト)二 次 元 コ ー ド仕 様

QRコ ー ド

・300dpi4ド ッ トで 出 力

・誤 り訂 正 レベ ル'M'

・英 数 字316バ イ ト格 納 で一 辺19 .30㎜

デ ー タ 内容

Nα 項目名 属性 桁 説明

01 データ区分 char 1

02 明細行数 num 1

03 発注区分 num 1 発注の形態の区分

04 納入番号 char 8

05 仕 入先 コー ド char 6

06 納 入先 コー ド char 6

07 横番 num 2 発行機の機番

08 納入 日 ・便 num 8
'YY柵DDBB'

09 発注 日 ・便 num 8
'YYMMDDBB'

10 総べ ー ジ num 2

ll かんばん情報 char

36 ×7

num

12 その他 17

合 計312桁+チ ェ ックデ ィジ ッ ト4桁
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飢鋭

状現

5導 入効果

電算部門

③
OCR読 掛金処

4

②

支払い不照合

仕入先電算部門

士掛金処

納品書を社内便で送付 ＼ ⑤

/ /
用紙は7年 間保管

//、
納受領書

z一

受領書持ち帰り

受領書チェ

納受領書+か んばん

検収 司

① 納入
荷

一 トヨタ組 立工場一 (部品+納 受領書)仕 入先一

OCR納 受領書 レスシステム

電算部門

受信 買掛
TNS-S

仕入先電算部門

照合 売掛

TNS-EX

検収データ送信

かんばん読取機

発注実績記憶

トヨタ組立工場

便明細発行

便明細読取り 納入

績実荷出

口出

一先入仕
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現状 納受領書 レスシステム導入後

① ㏄R納 受領書用紙 ・明細書発行費用 56%削 減(便 明細を発行)

② 工場で の回収 ・チ ェ ック ・

揃え ・社 内便 送付工 数

必要なし

③ OCR納 品書 の読 み取 りに専任

2名 、エ ラー対応 に1人 工

OCRリ ーダの リー ス費用

必要なし

④ 支払い不照合の対応 50%削 減

⑤ 保管スペースが必要

外注業者が運搬、不要用紙を焼却
必要なし

一59一



第4章 まとめと今後の課題

4.1ま とめ

今 回 、二 次元 コー ドのEDIシ テ ムへ の 利 用 の可 能 性 を視 点 に ユ ーザ ーサ イ ドに立 った

導 入 、活 用 の実 例 の 収 集 と解 析 を 行 った。

国 内全 体 で様 々 な企 業 に使 用 され て い るで あ ろ う二 次 元 コー ドの実 態 を、 今 回 収集 した

事 例 で 全 て反 映 して い る と は言 わ な い まで も、 調 査 の 目的 の 一 つ で あ る所 の ユ ーザ ー ニ ー

ズ の把 握 の一 端 は果 た せ た もの と考 え て い る。

近 い将 来 、EDIシ ス テ ム に その 機 能 を利 用 す る可 能 性 を 含 ん だ事 例 が 含 まれ て いた 事

が 、 今後 の委 員会 の方 向性 を裏 付 け る と同時 に、 当委 員 会 の 責 務 の重 要 性 を改 て 認 識 した

次 第 で あ る。

4.1.1現 状 の利 用方 法 の特 徴

(1)事 例 にみ る利 用 方 法 の特 徴 は、 二 次 元 コー ドに生 成 され る デ ー タの 内容 に よ って

① 従 来 のバ ー コー ドと同 じID番 と して の使 用 例 が1件

② バ イ ナ リー デ ー タ(漢 字 ・記 号)を 含 ん だ デ ー タ キ ャ リヤ ーの 使用 例 が5件

(2)二 次 元 コー ドの持 つ機 能 の 特 徴 的 内 容 に よ って

① 「エ ラ ーチ ェ ック機 能 と誤 り訂 正 機能 」 を利 用 した事 例 が1件

② 「情報 化 高密 度 機 能 」 を 利 用 した事 例 が5件

③ ② に 「読 取 り機 能=高 速 、 全 角 度 」 を 付加 利 用 した事 例 が1件

(3)二 次 元 コー ドをEDIで の 物 品授 受 にお け る惜 物 一 致 に利 用 した システ ムが1件

(4)利 用 の範 囲 で

① 自社 内、 も し くは 自社 関 連 グ ル ー プ内 で の使 用 例 が4件

② 業 界 内で の 使 用 例 が1件

③ 業 際 間で 広 く活 用 され る使 用 例 が1件

自社 内、 グル ー プ企 業 間 で の導 入 事 例 は、現 状 問 題 解 決型 で と くに、 従 来 の バ

ー コー ド使 用 か らの 変 更 や 、並 列 使 用 が 特徴 的 で あ り、 効果 も比 較 的 小 規 模 で あ

る。

業 界 間、 業 際 間 で の 導 入 事 例 は、EDIシ ステ ムの 利 用 と関連 付 け る可 能 性 を

持 ち、導 入 に よ る効 果 は大 き く二 次 元 コ ー ドの 使 用 方 法 と して は将 来 の可 能 性 を

予 見 出来 る特 徴 的 な もので あ る。

4.1.2現 状 の利 用方 法 の 問題 点

調 査対 象 の 事例 か ら読 取 れ る問 題 点 は 、将 に二 次 元 コ ー ドの 自 由使用 市 場 の感 が 否 め な

い点 で あ る。

言 い換 えれ ば 、今 の時 点 で 予 測 出 来 る問題 は、 利 用 範 囲 が 広 くなれ ば な る程 、 その 使 用

に 当 た って 包 括 して い る 問題 点 が 多 くな る事 は容 易 に想 像 出来 る。

標 準 化 の動 向 が 明確 に認 知 さ れ て い な い現 状 で は、 二 次 元 コー ドの利 用 に あ た って は利

用 者 レベ ルで 何 らか の ル ー ル取 決 め が必 要 で あ るが 、 開 発 企 業 の主 導 に よ る提 案 で シ ンボ

ル が選 ば れ、 デ ー タ コ ンテ ンツ が決 定 され 、使 用 ル ー ルが 市 場 に導 入 され 、利 用 者 が 標 準
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的 使用 へ の疑 問 を 持 ち なが ら使 用 して い る点 で あ る。

又 、二 次 元 コ ー ドは デ ー タ の入 力 場 面 や 、 デ ー タ キ ャ リア ー と してEDIシ ス テ ムを補

完 す る機 能 と して の使 用 に取 り組 まれ て い るが、 本 格 的EDIシ ス テ ム に組 み 込 まれ た展

開 に は未 だ 至 って い な い点 で あ る。

これ はEDI運 用 の前 提 条 件 と して 、 コ ー ドの生 成 、 伝 送 、読 取 りの 一 連 の 運 用 の 仕組

み を広 範 囲 に保 有 し、使 用 の方 法 を標 準 化 す る煩 雑 な業 務 が必 要 で あ り、 この 面 で の 成熟

した環 境 が 出来 上 が って い な い か ら と も言 え る。

広 範 囲 の 使 用 、 異 業種 との 使用 を考 慮 した とき、 シ ンボル の選 定 に た いす る迷 い や、 ハ

ー ド、 ソフ ト等 の 環 境 の 未 整 備 が あ る と も考 え られ る。

4.2今 後 の課 題

EDIに 二 次 元 コ ー ドを利 用 す る に当 た って の今 後 の課 題 は以 下 の3点 に絞 られ る。

(1)二 次 元 コー ドの 種 類 が 多 く、 汎 用 的 に読 取 れ る リー ダ ーが 無 い点 。

多 数 の シ ンボル が 現 状 のJANコ ー ドソー スマ ー キ ング(本 体 に生 産 段 階 か らバ

ー コー ド印 刷 され た もの)の 様 に、 国 内流 通 部 門 で導 入 され た 場 合 は、 そ の 利 便性

よ り も、 そ の 対 応 の 煩 雑 さ に コ ー ドを利 用 す るユ ー ザ ーの 混 乱 や 、 嫌 気 を 生 じる点

が憂 慮 され る。

(2)二 次 元 コ ー ドの 生 成 と読 取 りの 標 準 的 な シス テ ムが 開発 され て いな い点

二 次 元 コー ドは その 開発 企 業 の ノウハ ウに該 当す る部 分 で 異 な るが 、 一 般 的 に は

印 刷 シ ス テ ム 、誤 り訂 正 率 、 読 取 り機 の 制約 等 に よ って 、 表 現 す る シ ンボ ル 内容 の

特 性 が 様 々 に変 化 す る。

特 に普 及 に 当 た って は、標 準 的 な組 み 合 わ せ に よ って使 用 出来 る シス テ ム の存 在

が 極 めて 大 切 な要 件 で あ るが 、 現 状 の 調 査 段 階 で は、 そ の一 助 に な る事 例 や取 り組

み は少 な い 。

(3)二 次 元 コー ドの評 価 と、統 一 的窓 口(サ ー ビス窓 口)が 決 ま って い な い点 。

現 状 で は、 調 査 結 果 にみ られ る様 に 、私 企 業 が、 社 内 の効 率 化 を 目標 に 開発 企 業

との 間 で運 用 シ ステ ムの共 同 開 発 が主 で あ り、EDIへ の活 用 の信 頼 性 等 も保 証 さ

れ て い な い 。

二 次 元 コー ドの 機 能(特 徴)と 種 々 の制 約 条 件 を一 元 的 に評 価 し、EDI利 用 希

望 者 の 判 断 の 目安 にな る様 な情 報 の収 集 と解 析 、 公 開制度 の確 立 が 必 要 で あ る。

4.2.1標 準 化

国 際規 格 に よ る標 準 化 の 動 向 につ いて は、 先 に述 べ られ て い るが 、 ユ ー ザ ー の 視点 で実

際 に導 入 を決 定 し、 シ ンタ ッ ク ッス ル ー ル を選 択 し、 デ ー タ コ ンテ ンツ(デ ー タエ レメ ン

ト)を 決 定 す る に役 立 つ レベ ルの標 準 化 は残念 なが ら見 当 た らな い し、一 般 ユ ー ザ ー と し

て は知 るべ き機 会 は乏 しい。

いず れ か の シ ンボ ル と その 運 用 シ ステ ムが デ フ ァ ク トス タ ンダー ドと して の 認知 を受 け

る期 間 は、 現 実 問 題 と して も早 期 に対 応 策 を検 討 す べ き事 項 で あ り、 当委 員 会 の継 続 的 な

活動 と、迅 速 な 対 応 に期 待 す るユ ー ザ ー も多数 存 在 す る事 を当委 員 会 は認 識 す る もので あ

る。
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4.2.2普 及促進

普及促進 を行 う為には、まず現状の実施内容や、事例の正 しい評価であり、標準化の手

助けである。

今後は国内、海外を問わず事例の収集を継続 して行い、低コス トの運用が出来る環境を

作 り上げる先達として当委員会がその役割を担 う事を明言 しまとめとする。
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ご 意 見 ・ ご 感 想 等 に つ い て 一

本 報 告 書 に対 す る ご意 見 ・ご感 想 等 が ござ い ま した ら、 下 記 用 紙 に て お知 らせ 頂 けれ ば

幸 い に存 じま す。

平成 年 月 日 、

宛 先
財 団 法 人 日本 情 報 処 理 開発 協 会 産 業 情 報 化 推 進 セ ンタ ー
二 次 元 コ ー ド研 究 委 員会 事 務 局FAXO3(3432)9389

TELO3(3432)9386

発信者

会社名

住 所

所 属

役 職

氏 名

電 話 FAX

(ご 意 見 ・ご感想 等)
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